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不
法
行
為
帰
責
諭
の
再
構
成
・
序
説

(
五
)

|
|
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法
に
お
け
る
事
実
的
因
果
関
係
と

賠
償
範
囲
と
の
「
区
別
」
論
の
検
討
を
中
心
に
|
-

目

次

第
一
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め
に
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一
節
平
井
説
と
そ
の
後
の
学
説
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見
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「
区
別
」
論

第
二
節
「
区
別
」
論
に
対
す
る
近
時
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批
判
説

第
三
節
「
区
別
」
論
の
=
一
つ
の
側
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稿
の
目
的
・
分
析
の
視
角

第
二
章
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法
に
お
け
る
「
区
別
」
論
の
成
立
過
程

水

野

謙
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説

第第

節節

(
以
上
、
四
七
巻
五
号
)

北法48(4・92)812

論

は
じ
め
に

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法
前
史

|
|
因
果
関
係
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
問
題
と
な
っ
た
の
か

被
告
の
免
責
ま
た
は
責
任
を
正
当
化
す
る
た
め
の

d
E
『

C
1
と
い
う
言
明

|
|
原
因
の
必
要
的
競
合
事
例

第
一
款
寄
与
過
失
事
例
|
|
イ
ギ
リ
ス
の
動
き

第
二
款
寄
与
過
失
事
例
以
外
の
原
因
競
合
事
例
|
|
ア
メ
リ
カ
の
動
き

第

四

節

コ

モ

γ
・
ロ

l
に
お
け
る

J
E
『

2
3
テ
ス
ト
の
顕
在
化

|
|
原
因
の
「
偶
然
的
」
な
介
在
事
例

第

五

節

リ

l
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
ら
に
よ
る
「
区
別
」
論
の
意
義

第
六
節
「
完
全
賠
償
主
義
」
と
「
事
実
と
政
策
と
の
二
元
論
」
の
関
係

|
|
物
理
的
連
鎖
事
例
に
お
け
る
帰
責
の
在
り
方

第
三
章
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法
に
お
け
る
「
区
別
」
論
の
揺
ら
ぎ

第
一
節
は
じ
め
に

第
二
節
「
事
実
と
政
策
と
の
二
元
論
」
に
対
す
る
批
判
(
そ
の
一
)

|
|
い
わ
ゆ
る
「
不
作
為
」
の
不
法
行
為
事
例

第
三
節
「
事
実
と
政
策
と
の
二
元
論
」
に
対
す
る
批
判
(
そ
の
二
)

|
|
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
枠
組
み
に
関
す
る
議
論
の
進
展

第
四
節
「
事
実
的
因
果
関
係
概
念
の
普
遍
性
」
に
対
す
る
批
判

|
|
人
間
相
互
の
「
交
渉
」
事
例

〔
補
論
〕
個
人
主
義
的
責
任
原
理
の
変
容
と
帰
責
の
在
り
方

第
四
章
お
わ
り
に

第
三
節

(
以
上
、
四
七
巻
六
号

(
以
上
、
四
八
巻
一
号
)

(
以
上
、
四
八
巻
三
号
)

(
以
上
、
本
号
)



*
引
用
文
中
の
傍
点
は
断
り
の
な
い
限
り
、
す
べ
て
引
用
者
(
水
野
)
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
連
載
に
お
け
る

文
献
ま
た
は
判
例
の
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
本
連
載
(
一
)
(
四
七
巻
五
号
)
の
官
頭
に
記
し
た
。

第
三
章

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法
に
お
け
る
「
区
別
」
論
の
揺
ら
ぎ

第

節

は
じ
め
に

前
章
第
五
節
及
び
第
六
節
の
検
討
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
事
実
的
因
果
関
係
と
賠
償
範
囲
と
の
「
区
別
」
論
が
、
そ
れ
を
主
張
し

不法行為帰責論の再構成・序説(5 ) 

た
リ

i
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
問
で
も
、
ま
た
判
例
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
貫
徹
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

す
な
わ
ち
「
区
別
」
論
の
一
つ
の
側
面
で
あ
る
「

J
E
『

O
九
テ
ス
ト
の
先
行
性
」

「
あ
れ
な
け
れ

第
一
章
第
三
節

に
つ
い
て
、

ば
こ
れ
な
し
」

の
関
係
に
あ
る
前
件
の
総
体
を
当
然
の
前
提
と
す
る
者

(
N
・
グ
リ
l
γ
)
は
、
当
該
テ
ス
ト
に
そ
も
そ
も
あ
ま
り
関
心
が

な
く
、
ま
た
抽
象
的
な
近
因
理
論
に
捉
わ
れ
ず
具
体
的
な
判
例
の
分
析
を
重
視
す
る
者
(
ス
ミ
ス
、

マ
ク
ロ

l
り
と
は
、
現
実
の
裁
判
過

程
で
当
該
先
行
性
が
必
ず
し
も
問
題
と
な
ら
な
い
損
害
類
型
を
知
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
物
理
的
連
鎖
事
例
に
お
け
る
判
例
の
多
く
は
、

「
区
別
」
論
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
「
事
実
と
政
策
と
の
二
元
論
」

(
第
一
章
第
三
節
ご
を
意
識
せ
ず
、
損
害
の
事
実
的
な
展
開
の

在
り
方
を
帰
責
判
断
と
直
結
さ
せ
る
「
完
全
賠
償
主
義
」
を
と
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
「
完
全
賠
償
主
義
」

に
つ
い
て
、

リ
ア
リ
ス
ト
ら

の
聞
で
は
「
力
」

(
ス
ミ
ス
)

や
正
義
(
マ
ク
ロ

l
リ
γ
)

の
観
念
な
ど
に
訴
え
、
ま
た
そ
の
後
の
学
説
で
も
例
え
ば
因
果
関
係
の
役
割
を

北法48(4・93)813



説

限
局
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
視
座
に
基
づ
い
て
(
ハ

l
ト
と
オ
ノ
レ
)
、
こ
れ
を
根
拠
付
け
よ
う
と
す
る
論
者
が
い
た
の
で
あ
る
。

論

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
区
別
」
論
は
、
裁
判
官
と
陪
審
と
の
役
割
分
担
を
強
調
す
る
者

(
L
・
グ
リ
ー
ン
)

や
不
法
行
為
法
の
体
系
的

な
記
述
を
志
向
す
る
者
(
ハ

l
パ

l
、
プ
ロ
ッ
サ
l
J
が、

ス
ロ

l
ガ
ソ
ま
た
は
一
つ
の
理
念
型
と
し
て
こ
れ
を
唱
え
た
と
い
う
側
面
は
否

め
な
い
。
も
っ
と
も
物
理
的
連
鎖
事
例
を
巡
る
判
例
で
も
、
損
害
の
拡
大
の
量
的
な
規
模
や
質
的
な
態
様
が
異
例
な
事
案
で
は
、
ご
く
例
外

的
に
、
政
策
的
判
断
や
、
あ
る
い
は
予
見
可
能
性
と
い
う
一
種
の
規
範
的
概
念
に
よ
っ
て
賠
償
範
囲
を
制
限
す
る
(
一
二
去
綱
)
も
の
が
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
中
に
は
、
事
案
の
特
質
か
ら
、
被
告
の
抽
象
的
な
危
険
防
止
義
務
違
反
で
は
な
く
、
具
体
的
な
被
害
者
と
の
聞
の
相
対
的
な
過

失
を
問
う
も
の
が
存
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
士
一
元
論
を
主
張
す
る
者
は
、
こ
の
相
対
的
な
過
失
概
念
と
二
元
論
と
を
連
動
さ
せ
て
論
じ
る
こ

と
が
多
い
)
。
こ
の
こ
と
は
、

「
区
別
」
論
を
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
ま
た
は
理
念
型
と
し
て
保
持
す
る
の
で
は
な
く
、
物
理
的
連
鎖
事
例
以

外
に
お
い
て
も
、

「
区
別
」
論
が
妥
当
し
や
す
い
領
域
と
妥
当
し
に
く
い
領
域
と
を
、

よ
り
具
体
的
に
類
型
化
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、

一
九
四

0
年
代
ご
ろ
ま
で
の
学
説
が
提
唱
し
た
「
区
別
」
論
が
、

五

0
年
代
以
降
ど
の
よ
う
な
批
判
に
直
面
し
た

の
か
に
着
目
し
、
こ
の
「
区
別
」
論
の
揺
ら
ぎ
の
中
で
事
実
的
因
果
関
係
概
念
及
び
帰
責
判
断
が
い
か
な
る
理
論
的
な
深
化
を
遂
げ
、
ま
た

「
区
別
」
論
の
妥
当
領
域
が
ど
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
具
体
的
な
素
材
と
し
て
は
、
学
説
に
よ
る
次
の
大
き
く

三
つ
の
「
区
別
」
論
批
判
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち

i
l、

第
一
に
、

「
区
別
」
論
の
一
つ
の
側
面
で
あ
る
「
事
実
と
政
策
と
の
二
元
論
」

い
わ
ゆ
る
「
不
作
為
」

の
不
法
行
為
事
例
に
注
目
し
て
、

を
批
判
し
た
マ
ロ

l
ン
(
宮
包
0
5
l
H
虫
色
の
主
張
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
「
不
作
為
」
の
不
法
行
為
事
例
で
事
実
的
因
果
関
係
を
探
求

す
る
過
程
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
政
策
的
な
判
断
が
混
入
し
や
す
い
の
か
に
つ
い
て
、
マ
ロ

l
ン
が
注
目
し
た
判
例
に

北法48(4・94)814



即
し
て
、
あ
る
い
は
前
章
ま
で
の
考
察
で
得
ら
れ
た
科
学
(
ま
た
は
言
語
)
哲
学
上
の
知
見
を
生
か
し
つ
つ
考
察
し
た
い
(
第
二
節
)
。

第
二
に
、
リ

l
ガ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
二
元
論
批
判
を
一
つ
の
素
材
に
し
て
、
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
枠
組
み
の
問
題
を
検
討

し
た
い
。
こ
こ
で
は
政
策
論
に
基
づ
き
、
損
害
が
生
ず
る
以
前
の
、
事
前
の
リ
ス
ク
判
断
を
重
視
し
て
因
果
関
係
の
判
断
を
行
お
う
と
す
る

リ
l
ガ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
対
す
る
伝
統
的
立
場
か
ら
の
批
判
、
そ
れ
に
対
す
る
さ
ら
な
る
反
批
判
等
の
学
説
の
動
き
を
取
り
上
げ
、
そ

の
中
で
、
事
実
的
因
果
関
係
概
念
や

J
E
問
。
九
テ
ス
ト
の
法
内
在
的
機
能
が
、
ど
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
見
る
こ
と
に

し
よ
う
(
第
三
節
)
。

そ
し
て
第
三
に
、

「
区
別
」
論
に
伏
在
す
る
「
事
実
的
因
果
関
係
概
念
の
普
遍
性
」

の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
人
間

第
一
章
第
三
節

相
互
の
「
交
渉
」
事
例
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
事
案
類
型
に
お
い
て
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
疑
問
視
し
た
ハ

l
ト
と
オ
ノ
レ
(
白
血
コ

h
r
Z
8
0
3
l

]
戸
市
山
印
。
一
一
戸
市
出
∞
印

の
見
解
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
そ
の
際
に
、

ハ
ー
ト
ら
の
見
解
を
相
対
化
L
、
ま
た
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
わ
が

国
の
学
説
を
再
検
討
す
る
一
つ
の
布
石
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
相
当
因
果
関
係
説
に
関
す
る
知
見
を
社
会
学
に
応
用
し
た
ヴ
ェ

l
パ

l
の
見
解

不法行為帰責論の再構成・序説(5 ) 

に
も
注
目
し
た
い
(
第
四
節
)

0

そ
し
て
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
人
間
相
互
の
「
交
渉
」
事
例
で
、
判
例
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
帰
責
判
断
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
併
せ
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
(
補
論
)
。

第
二
節

「
事
実
と
政
策
と
の
二
元
論
」
に
対
す
る
批
判
(
そ
の
ご

|
|
い
わ
ゆ
る
「
不
作
為
」
の
不
法
行
為
事
例

「
区
別
」

リ

l
ガ
ル

論
に
対
し
て
、

最
初
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
の
マ
ロ

l
ン

リ
ア
リ
ス
ト
ら
が
唱
え
た

北法48(4・95)815



説

(
宮
巳
C
ロ
0
5
8
)
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
こ
の
マ
ロ

l
γ
の
見
解
を
中
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。

論

マ
ロ

l
ン
は
、

J
E
向
。
~
テ
ス
ト
に
よ
る
判
断
に
は
「
事
実
と
政
策
と
の
、
ζ

ス
テ
リ
ア
ス
な
関
係
」
(
色
)
が
顔
を
出
す
と
主
張
し
て
、

「
区
別
」
論
の
一
側
面
で
あ
る
「
事
実
と
政
策
と
の
一
一
元
論
」
を
正
面
か
ら
批
判
し
た
。
そ
の
際
に
マ
ロ

l
ン
は
ま
ず
、
そ
も
そ
も

原
理
的
に

J
E
『C
九
テ
ス
ト
に
は
政
策
的
判
断
が
混
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
二
元
論
を
批
判
し
た
上
で
(
ご
、
判
例

の
検
討
を
通
じ
て
具
体
的
な
二
元
論
批
判
を
展
開
し
て
い
る
(
二
)
。

こ
の
う
ち
、
二
元
論
の
原
理
的
な
批
判
と
し
て
マ
ロ
|
一
ン
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
ま
ず
事
実
認
定
者

(EO「
)
は
、
新
し
い
事
実
の
デ
ー

タ
を
評
価
す
る
際
に
自
分
が
求
め
て
い
る
目
的
に
よ
っ
て
必
ず
影
響
を
受
け
(
犯
と
考
え
ら
れ
る
o

例
え
ば
交
通
事
故
の
「
原
因
」
を
何
と
捉

え
る
の
か
つ
い
て
、
道
路
工
学
の
専
門
家
と
裁
判
官
と
で
は
注
目
す
る
観
点
は
明
ら
か
に
異
な
る
の
で
あ
る
(
色
)
。
ま
た
事
実
認
定
者
の
、

認
定
と
同
時
に
批
判
を
し
た
い
と
い
う
素
朴
な
衝
動
を
無
視
す
る
の
は
、
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
(
虫
)
。
マ
ロ

l
γ
は
こ
の
よ

う
に
述
べ
た
上
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
批
判
を
行
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
以
前
の
認
定
(
観
察
)
事
実
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
一
般
的

命
題

(mgog--zg)
を
、
単
に
目
前
の
事
実
に
投
影
し
て
も
因
果
関
係
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
夜
空
に
恒
常
的
に
星
座

a
に

続
き
星
座
b
が
現
れ
て
も
、

(
虫
)
。
②
因
果
関
係
が
確
証
(
叩
凹

gzuy)
さ
れ
る
の
は
、

「
あ
れ
な
け
れ

a
は
b
の
原
因
と
は
言
え
な
い

ば
(
宮
門
『
C

門
)
こ
れ
な
し
」
と
言
え
る
だ
け
の
あ
る
程
度
の
確
実
性
(
え
円
E
q
u
g
R
B
B
)
が
、
当
該
事
実
聞
に
存
在
す
る
場
合
に
限
ら

れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
(
自
)
。
①
こ
の
と
き

J
E
F九
テ
ス
ト
は
、

〔
も
し
:
:
:
が
な
け
れ
ば
〕
何
が
起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
か

(
宅
町
尽
き
認
定
町
印
〈
叩

y
s
u
o
ロO
円

四

)

と
い
う
、
明
ら
か
に
存
在
し
な
い
事
実
に
関
す
る
評
価
に
か
か
わ
り
、
事
実
認
定
者
の
想
像
力
に
訴
え

る
た
め
、
限
り
な
い
推
量
を
行
う
余
地
が
あ
り
政
策
的
な
配
慮
が
入
り
込
ま
ざ
る
を
え
な
い

マ
ロ

l
ン
の
右
の
主
張
①
J
①
の
う
ち
、
ま
ず
①
①
は
、
本
稿
が
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
と
い
う
言
明
に
つ
い
て
科
学
(
言
語
)

に
照
ら
す
と
お
お
む
ね
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
マ
ロ

l
ン
が
①
で
あ
げ
る
星
座

(
宅
)
と
す
る
の
で
あ
る
。

哲
学
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
た
こ
と
(
前
章
第
四
節
三
)
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の
例
は
、

一
見
す
る
と
原
因
と
結
果
の
関
係
に
あ
る
二
つ
の
現
象
が
、
実
は
双
方
と
も
真
の
原
因
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
♀
S
H
O
E
-

。
『
『

0
2
の
問
題
で
あ
り

前
章
第
四
節
註
(
日
)
)
、

」
の
問
題
は
、
出
来
事
場
聞
の
恒
常
的
連
接
の
観
察
の
結
果
、
心
の
内
的
な
印
象
と
し

て
因
果
的
必
然
性
が
生
じ
る
と
す
る
ヒ
ュ

l
ム
の
立
場

前
章
第
四
節
註
(
叩
)
)
に
よ
っ
て
は
解
決
で
き
ず
(
マ
ロ

l
ン
も
ヒ
ュ

l
ム
説

「
あ
れ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
問
い
掛
け
を
能
動
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

マ
ロ

l
ン
が
①
で
説
く
よ
う
に
、

を
と
ら
な
い
旨
を
明
一
一
一
目
す
る
(
弓
)
)
、

初
め
て
因
果
関
係
は
確
証
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る

(
前
章
第
四
節
註
(
日
)
)
。
次
に
マ
ロ

l
ン
は
、
こ
の
因
果
関
係
の
確
証

の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
、
①
で
「
明
ら
か
に
存
在
し
な
い
事
実
に
関
す
る
評
価
」
と
い
う
問
題
を
持
ち
出
し
、
こ
れ
を
て
こ
に

t
~
テ
ス
ト
に
政
策
的
判
断
が
介
入
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
①
の
主
張
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る

マ
ロ

l
γ
の
二
元
論
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
を
考
察
し
た
上
で
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ

と
考
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

う
(
三
)
。

不法行為対責論の再構成・序説(5) 

マ
ロ

l
ン
は
、
以
上
の
よ
う
な
原
理
的
な
二
元
論
批
判
を
行
っ
た
上
で
幾
つ
か
の
判
例
群
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
政
策
的
判
断
が
ど
の

よ
う
に

J
己

け

『

o~テ
ス
ト
に
混
在
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
説
い
て
い
る
。

マ
ロ

l
ン
が
最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
、

よ
く
知
ら
れ

て
い
る
次
の
よ
う
な
判
例
で
あ
る
。

H
N
O
M
ミ

5
E印
〈
・
、
H
，o
u

S

M

b

H

)
由
。
・
H
N
M『
・
(
戸
田

-
L∞∞印
)
|
|
X
(
体
重
二
五

0
ポ
ン
ド
の
女
性
)
は
真
夜
中
、
定
刻
に
遅
れ
て
到
着
し
た
Y

社
の
列
車
に
乗
る
た
め
に
、
明
る
い
待
合
室
か
ら
急
い
で
ホ

l
ム
に
向
か
う
途
中
、
照
明
の
な
い
階
段
を
踏
み
外
し
、
狭
い
ホ

l
ム
を
飛

び
越
え
て
重
傷
を
負
っ
た
。

X
勝
訴
。
①
階
段
に
手
す
り
が
な
く
ホ

1
ム
が
狭
い
以
上
、

Y
に
は
階
段
を
十
分
に
照
ら
し
て
い
な
か
っ
た
過
失
が
あ
る
。

(
判
旨
)

②

X
は
太
っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
昼
間
の
光
の
下
で
も
同
様
に
階
段
を
踏
み
外
し
た
で
あ
ろ
う
と

Y
は
主
張
す
る
。

し
か
し

Y
の
過

家

σ己同
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説

失
は

X
に
対
す
る
事
故
の
可
能
性
(
の

E
2
0
)
を
非
常
に
増
加
さ
せ
る
。
過
失
が
な
く
と
も
事
故
は
生
じ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
単
な
る
可

きb.
d岡

能
性

民一
F
O門
司

同

)
O印
日
』

σ-E円一可

』工

過
失
と
侵
害
と
の
因
果
の
連
鎖
を
切
断
す
る
に
十
分
で
は
な
い
。

①
裁
判
所
は
:
:
:
出
来
事
の
自

然
で
通
常
の
経
緯
を
考
慮
す
る
の
で
あ
り
、
あ
り
そ
う
も
な
い
想
定
は
し
な
い
。

本
件
証
拠
の
全
傾
向
は
事
故
と
過
失
を
結
び
つ
け
る

明，

o
ロ
ロ
叩
「
裁
判
官
)
。

本
判
決
は
、

Y
の
過
失
が
事
故
発
生
の
可
能
性
を
高
め
た
こ
と
を
も
っ
て
事
実
的
因
果
関
係
を
認
定
し
、
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
と
い

う
判
断
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
蓋
然
性
が
必
要
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
直
接
的
な
言
及
を
避
け
て
い
る
。
マ
ロ

l
ン
は
こ
の
点
に
着
目

し
て
、
事
故
の
リ
ス
ク
の
増
加
の
判
断
と
事
実
的
因
果
関
係
の
評
価
と
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
体
と
な
り
う
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
が
可
能

Y
の
違
反
し
た
準
則
が
、
ま
さ
に
本
件
の
よ
う
な

X
(
急
い
で
階
段
を
下
り
る
乗
客
|
|
体
重
に
関
係
な
く
|
|
)

と
な
る
た
め
に
は
、

を
保
護
す
る
た
め
に
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
(
足
|
|
但
し
叙
述
の
一
部
を
整
理
・
敷
桁
し
た
)
0

マ
ロ

l
ン
の
こ
の
主
張
は
、
因
果
関
係
の
判
断
は
常
に
リ
ス
ク
の
増
加
に
関
す
る
判
断
を
意
味
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

Y
の
違
反
し
た
準
則
の
解
釈
(
裁
判
所
の
当
該
準
則
に
対
す
る
法
政
策
的
な
判
断
)
が
リ
ス
ク
判
断
を
要
求
す
る
と
き
に
限
り
、
裁
判
所
は

リ
ス
ク
増
加
の
判
断
を
因
果
関
係
の
判
断
に
直
結
さ
せ
る
(
∞
O
l
巴
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、

竺r

ロ

ン
が
次
に
注
目
す
る
船
員
の
救
助
事
例
(
言
ヰ
)

に
お
い
て
、
さ
ら
に
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
一
九
二

0
年
代
ご
ろ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
判
例
は
、
船
員
の
救
助
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
怠
っ
た
船
主
の
責
任
を
否
定
す
る

も
の
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
司

o
E
〈・

H
，
ユ
乱
。
日
目
的
}
回
。
円
-
E
n
c
-
(冨
印

印

∞

-
L
E∞)
は、

Y
社
の
ト
ロ
ー
ル
船
の
揺
れ
に
よ
っ
て
、
船

員
が
海
中
に
転
落
し
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
事
案
で
、

ト
ロ
ー
ル
船
の
救
命
ボ

i
ト
が
甲
板
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
緊
急
の
場
合
に
す
ぐ
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

「
仮
に

Y
に
過
失
が
あ
っ
て

し
か
も
当
該
ボ

l
ト
の
オ

I
ル
は
一
本
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
認
定
し
た
上
で
、

も
、
も
し
ボ

l
ト
が
吊
り
柱
に
吊
り
下
げ
ら
れ
ボ

i
ト
を
漕
ぐ
異
な
る
方
法
が
あ
っ
た
の
な
ら
船
員
が
救
助
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら

北法48(4・98)818



か
で
は
な
い
」
と
判
示
し
て

Y
を
勝
訴
さ
せ
た
の
で
あ
る
(
こ
の
外
、

Z
0
4司

M
1
。
件
。

g門-
H
N
-
H
N

・
〈
・
。
「
百
三
包
(
包
の

F
L
S
O
)
で
は
、

救
命
プ
イ
が
甲
板
に
用
意
さ
れ
て
い
れ
ば
船
員
が
救
助
さ
れ
た
と
い
う
証
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
、
や
は
り
船
主
側
が
勝
訴
し
て
い
る
)
。
こ

の
よ
う
に
判
例
は
事
実
的
因
果
関
係
の
認
定
の
レ
ベ
ル
で
責
任
を
否
定
す
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
背
後
に
は
コ
モ
ン
・
ロ

l

の
一
般
原
則
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
に
不
作
為
の
不
法
行
為
責
任
(
な
い
し
そ
の
前
提
と
な
る
、
他
人
に
対
し
て
積
極
的
な
援
助
を
行
う
義
務
)

(
3
)
 

を
認
め
る
こ
と
に
極
め
て
消
極
的
な
判
例
の
態
度
が
影
響
し
て
い
た
と
マ
ロ

l
ン
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
白
山
耳
目
印
〈
・
-
u
o
コ
ロ
印
1
〈
白
コ
目
白
河
・
凶
作
(
品

F

C門
-
L
U
U
H
)

を
晴
矢
と
し
て
、
三

0
年
代
ご
ろ
か
ら
救
助
事

例
で
船
主
側
の
責
任
を
認
め
る
ケ

l
ス
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
例
え
ば
白
血
ミ
U

判
決
は
、
船
主
が
船
員
を
救
助
す
る
義
務

が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
肯
定
し
た
上
で
、
船
員
が
溺
れ
た
後
の
救
助
活
動
の
悌
怠
の
責
任
を
肯
定
し
、
ま
た
図
。
各
自
己
ロ
〈

-
E
-
B仏
巧
印
門
司
君

am

(
U
O

与
・
(
肘

-u・7
向

0

・-
H
5
H
)

は
、
船
上
に
救
命
設
備
が
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
船
員
の
死
亡
の
近
因
だ
と
判
示
し
て
い
る
)
。

そ
し
て
こ

の
よ
う
な
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
マ
ロ

l
γ
は
、
船
員
の
労
働
法
上
の
権
利
が
一
九
二

O
年
の
吋
y
o
守
口

2
〉

2
に
よ
っ
て
拡
大
し
た

不法行為帰定論の再構成・序説(5) 

こ
と
を
契
機
に
、
裁
判
所
も
船
員
に
対
し
て
同
情
的
な
取
り
扱
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
よ
う
な
政
策
的
判
断
の
転
換
が
あ
っ
て
初
め
て
、
救
助
活
動
に
着
手
し
て
も
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
っ
て
も
事
実
的
因
果

関
係
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
け
だ
し
そ
の
よ
う
な
可
能
性
こ
そ
、
法
が
船
員
を
そ
れ
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
リ
ス
ク
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、

と
マ
ロ

l
ン
は
肯
定
的
に
分
析
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
に
も
マ
ロ

l
γ
は
、
危
険
な
業
務
(
鉄
道
や
ガ
ソ
リ

γ
ス
タ
ソ
ド
な
ど
)
を
行
う

Y
社
が
十
分
な
消
火
設
備
を
備
え
て
お
ら
ず
、
ま

た
仮
に
消
火
体
制
が
十
分
で
も

X
へ
の
被
害
を
防
止
で
き
た
か
は
不
分
明
な
ケ

l
ス
に
お
い
て
も
同
様
の
主
張
を
行
い
、

「
結
局
、
真
の
問

題
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
準
則
が
そ
の
保
護
の
範
囲
内
に
可
能
性
(
口

E
日目)
の
利
益
を
含
ん
で
い
る
か
で
あ
る
」
(
∞
同
)
と
し
て
い
る
。

し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
出
火
し
て
付
近
の

X
地
が
延
焼
し
た
事
例
(
〈
白

-
2
2
5
〈
・
玄

5
5
8
0
}戸
ωH-Hvbω
・ω
g
E
・
3?(冨目
n
y
-
- そ
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説

に
お
け
る
次
の
よ
う
な
判
示
に
注
目
す
る
。

「
た
と
え

X
が
自
己
の
森
林
を
救
え
る
可
能
性
が
、

Y
の
弁
護
士
の
言
う
よ
う
に
単

]
戸
川

V
O

∞

'":A 

"H也

な
る
『
e
キ
ャ
ン
プ
ラ

l
の
チ
ャ
ン
ス
』
で
あ
っ
て
も
、

X
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
賭
け
る
権
利
が
あ
り
、

Y
は
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
壊
す

権
利
を
有
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
」
。

マ
ロ

l
ン
は
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
事
実
の
探
求
と
政
策
の
問
題
と
は
裁
判
の
過
程
で
常
に
絡
ま
り
合
っ
て
お

り
、
事
実
的
因
果
関
係
と
近
因
を
質
的
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
(
司
)

は
、
右
に
紹
介
し
た
具
体
的
な
事
例
が
い
ず
れ
も
、

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

l
l
マ
ロ

l
ン
は
特
に
明
言
し
な
い
が
|
|
い
わ
ゆ
る
「
不
作
為
」
の
不
法
行
為
事

例
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
右
の

HNaロ
o
E印
判
決
で
は
、
鉄
道
会
社
Y
が
階
段
を
十
分
に
照
ら
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
不
作
為
が
問
題
と
さ
れ
、
ま
た
救
命
ボ

l
ト
事
例
で
は
、
船
主
が
救
助
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を

怠
っ
て
い
た
こ
と
が
や
は
り
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
前
章
ま
で
の
検
討
を
振
り
返
っ
て
も
、
事
実
的
因
果
関
係
に
関
す
る
具
体
的
な
判
例
の

分
析
を
行
っ
た
り

l
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
う
ち
ス
ミ
ス
は
、
事
実
的
因
果
関
係
の
存
否
が
主
要
な
争
点
と
な
る
事
案
類
型
と
し
て
、
危
険

を
伴
う
業
務
を
行
う

Y
の
作
為
業
務
違
反
(
不
作
為
)
の
事
例
に
着
目
し
て
い
た
の
だ
っ
た
(
前
章
第
五
節
四
)
。

一
体
な
ぜ
①
こ
の
よ
う
に
「
不
作
為
」
の
不
法
行
為
事
例
が
、
論
者
の
関
心
を
呼
ぶ
ほ
ど
多
く
争
わ
れ
、
ま
た
①
マ
ロ

l
ン
に
よ
れ

ば
、
当
該
事
例
で
事
実
的
因
果
関
係
を
判
断
す
る
際
に
政
策
的
な
判
断
を
介
入
さ
せ
や
す
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
者
の
問
題
(
①
)
か
ら

考
察
し
て
み
よ
う
。

①
現
代
の
多
く
の
不
法
行
為
事
例
で
は
、

一
定
か
危
蜘
小
内
在
す
か
ル
は
招
来
し
ゃ
れ
い
物
を
管
理
れ
る
争
品
管
砂
を
怠
つ
わ
と
い
う

不
作
為
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
(
①
で
検
討
す
る
よ
う
に
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
が
争
点
と
な
り
や
す
い
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

、(
5
)

コ
モ
ソ
・
ロ

l
に
内
在
す
る
個
人
主
義
的
な
責
任
原
理
、
す
な
わ
ち
加
害
者

な
損
害
類
型
で
あ
る
)

O

こ
の
よ
う
な
現
代
型
の
事
例
で
は
、

北法48(4・100)820



と
は
別
個
独
立
の
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
潜
在
的
被
害
者
の
た
め
に
加
害
者
は
作
為
義
務
を
負
う
必
要
は
な
い
と
い
う
考
え
方

ト
骨
骨
れ
か
ふ

b
ル、

J
V
山
川
h

い
跡
婚
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
新
し
い
立
場
に
立
つ
判
例
が
前
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
登
場
し
札
制
、

論
者
の
注
目
を
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
換
言
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
判
決
が
言
う
よ
う
に
、

「
元
来
コ
モ
ン
・
ロ

l
は
不

作
為
の
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
人
々
が
互
い
に
助
け
合
う
よ
う
に
強
い
る
こ
と
に
は
乗
り
気
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
」
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
社
会
の
緊
密
化
に
伴
い
、
特
に
危
険
物
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る
場
面
で
は
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
動
向
は
、
比
較
法
的
に
見
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
の
判
例
が
生
み
出
し
た
「
社
会
生
活
上
の
義
務
(
〈

R
Z耳目℃
E
S
Sロ)」

不法行為帰責論の再構成・序説(5) 

あ
る
い
は
そ
の
前
身
の
「
交
通
安
全
義
務
(
〈

q
g可
包
口
町
田
E
ロ
mmE-nzg)」

生
成
過
程
と
興
味
深
い
対
応
関
係
に
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
け
だ
し
不
作
為
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
は
、

な
い
」
と
し
て
、
か
つ
て
は
不
作
為
に
先
行
す
る
作
為
(
先
行
行
為
)
と
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
学
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
社
会
生
活
上

の
義
務
や
交
通
安
全
義
務
を
巡
る
判
例
の
大
勢
は
、
む
し
ろ
他
人
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
抽
象
的
な
危
殆
化
状
況
自
体
を
|
|

そ
れ
が
被
告
の
作
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
否
か
を
問
う
こ
と
な
く
|
|
直
裁
に
問
題
視
し
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
危
険
源

を
創
設
し
ま
た
は
維
持
継
続
す
る
者
に
広
く
当
該
義
務
を
課
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
切
R
1
5
8
・
民
一
抄
訳
(

H

)

お
?
潮
見
呂
田
σ

(
「
社
会
生
活
保
安
義
務
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
)

「
無
か
ら
は
有
は
生
じ

[
初
出
呂
田
J

H

S
印

]
-
N
H
N
N
E
)
)
0

こ
こ
に
は
、
社
会
の
緊
密
化
に
伴
っ
て
危
険
物
の
管
理
責
任
を
よ
り
積
極
的
に
認
め
て
い
こ
う
と
す
る

コ
モ
ン
・
ロ

l
の
動
き
と
共
通
す
る
側
面
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
「
不
作
為
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

コ
モ
ン
・
ロ

l
は、

「
自
分
の
つ
く
り
だ

し
た
の
で
は
な
い
・
他
人
へ
の
危
害
の
リ
ス
ク
を
除
去
す
る
よ
う
注
意
す
る
義
務
(
不
作
為
に
つ
い
て
の
注
意
義
務
)
」
(
9
)
 

を
一
般
的
に
は
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
(
例
え
ば
通
り
が
か
り
の
人
が
他
人
を
救
助
す
る
義
務
は
一
般
に
は
存
し
な
い
)

0

し
か
し
本
稿
は
、

(
望
月

5
8・
B
) の
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説

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
純
然
た
る
不
作
為
責
任
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。
本
稿
が
専
ら
着
目
し
て
い
る
の
は
、
被
告
が
危
険
物
を
扱
っ
て
い

る
た
め
、
他
人
へ
の
危
害
の
リ
ス
ク
が
あ
ら
か
じ
め
抽
象
的
に
は
予
測
さ
れ
る
場
面
で
、
被
告
の
「
不
作
為
」

5命

に
よ
っ
て
当
該
リ
ス
ク
が
現

実
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ

l
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
被
告
の
「
不
作
為
」
が
問
わ
れ
る
場
面
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
本

稿
が
着
目
す
る
後
者
の
「
不
作
為
」

は
、
し
ば
し
ば
前
者
と
対
比
し
て
「
偽
物
の
不
作
為

2
8
E
o
ロO
ロ『
0
8
2
8
)
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
る
(
冨
n
z
m
g
h
v
↓
7
0
5
5ロ
l
z
s
L
N吋
N
一
巧
巴
ロ
丘
町
1
5∞0
・ME)。
し
か
し
現
代
の
不
法
行
為
訴
訟
で
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
の

は
、
こ
の
後
者
の
「
不
作
為
」
事
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
に
扱
う
領
域
を
限
定
し
た
上
で
、
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
特
に
、

不
作
為
と
作
為
の
区
別
は

微
妙
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
論
者

(
F
o
m
5
1
5
S
L
5
)
の
例
を
借
り
れ
ば
、

Y
車
が
赤
信
号
で
止
ま
ら
ず
に

(
H

不
作
為
)
、
歩
行
者

X
に
衝
突
し
た

(
H
作
為
)
場
合
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
(
わ
が
国
で
は
、
前
田
達
明

Hug-HHO、
長
谷
川

E
U
0
・N
S、
窪
田

区山口
L
C∞
な
ど
が
、
棚
、
が
な
か
っ
た
た
め
に
(
リ
不
作
為
)
、
二
階
の
窓
に
置
い
て
い
た
(
川
作
為
)
植
木
鉢
が
落
ち
て
通
行
人
を
負
傷
さ
せ
た
例

に
言
及
す
る
)
。

し
か
し
本
稿
で
は
「
不
作
為
」
と
い
う
用
語
を
|
|
作
為
的
な
側
面
を
場
合
に
よ
っ
て
は
含
意
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、

一
定
の
抽
象
的
な
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

Y
が
(
不
作
為
ま
た
は
作
為
的
所
作
を
通

し
か
し
よ
り
重
要
な
こ
と
は
|
|
、

じ
て
)
取
ら
な
か
っ
た
(
日
一
般
的
・
抽
象
的
な
過
失
)

と
い
う
局
面
に
着
目
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
右
の
例
で
は
赤
信
号
の
無
視

即
過
失
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
こ
で
紹
介
し
た
列
ミ
ロ
o
E日
判
決
は
、
当
該
階
段
の
照
明
不
十
分
を
即
過
失
と
捉
え
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
一
般
的
・
抽
象
的
な
過
失
の
存
在
こ
そ
が
、
危
険
物
の
管
理
が
問
わ
れ
る
事
例
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、

き
H
V

包
印
唱
え
判
決
が
強
調
し
た
、
具
体
的
な
被
害
者
に
対
す
る
相
対
的
な
過
失
概
念
は
後
退
す
る
(
前
章
第
六
節
七
)
と
考
え
ら
れ
る
の
で

こ
の
と

あ
る
(
以
上
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
潜
在
的
な
危
険
状
況
を
作
出
し
た
点
に
危
険
防
止
の
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
を
求
め
る

F
c
m
5
5
S
L
N
H

ゃ
、
「
偽
物
の
不
作
為
」
が
関
わ
れ
る
場
面
で
は
事
故
の
発
生
以
前
に
被
告
に
よ
る
リ
ス
ク
の
創
出
が
あ
る
と
指
摘
す
る
を
2
ロコ
σ
l
E
g
-
N包
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N
8、
さ
ら
に
比
較
法
的
に
は
ド
イ
ツ
の
社
会
生
活
上
の
義
務
概
念
が
、
作
為
不
法
行
為
も
取
り
込
み
抽
象
的
な
危
殆
化
段
階
で
禁
止
規
範
を
設
定
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点
に
も
示
唆
を
得
て
い
る
)

O

①
次
に
、
こ
の
よ
う
な
「
不
作
為
」

不
法
行
為
事
例
で
政
策
的
判
断
が
混
入
し
や
す
い
理
由
を
|
l
直
観
的
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
は

あ
る
が
|
|
あ
え
て
理
論
的
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
救
命
ボ

l
ト
事
例
で
は
、
救
命
ボ

l
ト
の
機

能
(
波
聞
か
ら
人
を
救
助
す
る
)

に
関
す
る
因
果
法
則
(
ボ
l
ト
の
構
造
と
運
用
を
前
提
と
す
る
一
種
の
物
理
法
則
)

の
存
在
は
明
ら
か
(
既
知
)

す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、

従
っ
て
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
と
い
う
言
明
は
、

む
し
ろ
既
知
の
因
果
法
則
に
支
え
ら
れ
て
個
別
の
因
果
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
た
め
の
反
事
実
的
条
件
法
と

で
あ
る
と
一
応
考
え
ら
れ
る
。

因
果
関
係
を
能
動
的
に
確
証

理
解
で
き
る
の
で
あ
る
(
こ
の
よ
う
に
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
と
い
う
言
明
に
は
大
き
く
二
つ
の
機
能
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
章
第
四

節
三
・
四
参
照
)
。

し
か
し
、
も
し
救
命
ボ

l
ト
が
あ
れ
ば
(
不
設
置
が
な
け
れ
ば
)
被
害
者
を
救
え
た
(
損
害
は
生
じ
な
か
っ
た
)
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
個

不法行為帰責論の再構成・序説(5) 

別
の
因
果
関
係
を
主
張
し
う
る
た
め
に
は
、
当
該
条
件
法
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
種
々
の
前
提
(
現
実
に
被
害
者
が
ど
の
よ
う
に
沈
ん
で
い
っ

た
の
か
、
仮
に
ボ
l
卜
が
備
え
ら
れ
て
い
て
も
ボ
l
ト
は
ど
の
よ
う
に
降
ろ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
)
の
探
究
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
探
究
可
能
性
は
、
お
よ
そ
反
事
実
的
条
件
法
を
主
張
す
る
際
に
は
不
可
欠
と
言
え
る
が
、
し
か
し
権
利
侵
害
の
抽
象
的
な
危
殆
化
の
段
階

で
義
務
違
反
が
問
わ
れ
る
「
不
作
為
」
(
こ
の
意
味
は
右
の
①
参
照
)
の
不
法
行
為
事
例
に
お
い
て
は
、
探
究
す
べ
き
非
明
示
的
な
前
提
が
、

具
体
的
な
危
険
回
避
義
務
違
反
が
問
わ
れ
る
通
常
の
作
為
不
法
行
為
事
例
に
お
け
る
よ
り
も
、
数
が
多
く
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
性
が
強
い

の
が
通
例
で
あ
る
(
こ
の
例
外
が
前
章
第
六
節
で
取
り
上
げ
た
物
理
的
連
鎖
事
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
失
火
に
続
く
延
焼
事
例
の
よ
う
に
、
被
告
の

抽
象
的
・
一
般
的
な
義
務
違
反
が
物
理
的
連
鎖
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
し
か
し
そ
れ
に
続
い
て
損
害
が
拡
大
す
る
際
の
質
的
態
様

が
定
型
的
で
あ
る
こ
と
が
多
い
点
に
特
色
が
あ
る
)
。
こ
の
た
め
反
事
実
的
条
件
法
は
一
般
に
は
主
張
し
に
く
く
、
ま
た
そ
の
主
張
に
よ
っ
て
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説論

前
件
と
後
件
と
の
間
の
(
帰
責
の
前
提
と
な
る
)
個
別
的
な
つ
な
が
り
を
説
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
マ
ロ

i
ン
の
主
張
①
は
こ
の
よ
う
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
(
マ
ロ

l
ン
は
因
果
関
係
そ
れ
自
体
の
確
証
の
問
題
①
と
、
因
果
法

則
が
既
知
の
場
合
に
ど
の
よ
う
に
反
事
実
的
条
件
法
を
主
張
す
る
の
か
と
い
う
問
題
①
と
を
お
そ
ら
く
同
列
に
論
じ
て
い
る
た
め
、
記
述
が
や
や
不

明
確
と
な
っ
て
い
る
)
。

一
で
述
べ

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
困
難
さ
を
前
に
し
て
、

マ
ロ

l
ン
は
、
被
告
の
「
不
作
為
」

に
よ
っ
て
事
故
発
生
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
が
抽
象
的
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

か
つ
被
告
の
違
反
し
た
準
則
に
関
す
る
解
釈
な
い
し
政
策
的
判
断
が
、
当
該
リ
ス
ク
の
増
加
さ
え

あ
れ
ば
個
別
の
事
情
(
日
「
非
明
示
的
前
提
」
)

の
探
究
を
省
略
し
て
事
実
的
因
果
関
係
を
肯
定
し
て
も
よ
い
と
命
ず
る
場
合
に
は
、
当
該

困
難
は
軽
減
し
、
ま
た
、
こ
の
限
り
で
事
実
的
因
果
関
係
と
政
策
的
判
断
と
は
融
合
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
に
政
策
的
判
断
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
を
嫌
う
立
場
か

ら
の
反
論
が
あ
り
、
他
方
で
個
別
の
準
則
の
解
釈
を
抜
き
に
、
損
害
の
リ
ス
ク
判
断
を
よ
り
直
裁
に
因
果
関
係
判
断
に
反
映
さ
せ
る
べ
し
と

四

さ
て
、
右
の
マ
ロ

l
γ
の
見
解
に
対
し
て
は
、

い
う
リ

l
ガ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
か
ら
の
異
論
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
の
立
場
の
検
討
は
次
節
で
行
う
こ
と
に
し
て
、
本
節
で
は
こ
の
う

ち
前
者
、
す
な
わ
ち
不
作
為
の
不
法
行
為
事
例
に
お
い
て
も
、
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
と
政
策
的
判
断
と
を
分
離
し
二
元
論
的
立
場
を
貫

こ
う
と
す
る

L
・
グ
リ
ー
ン
(
四
)
と
そ
の
弟
子
ソ

l
ド
(
五
)

の
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
リ

l
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
中
で
二
元
論
を
強
く
主
張
し
た
グ
リ
ー
ン
(
前
章
第
五
節
六
)
は
、
不
作
為
事
例
で
も
作
為
事
例
と
同

様
に

Y
が
現
実
に
な
し
た
作
為
部
分
に
の
み
注
目
し
、
こ
の
作
為
部
分
が
結
果
の
発
生
に
実
質
的
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
を
事
実
の
レ
ベ
ル

テ
ス
ト
を
不
作
為
事
例
で
も
行
お
う
と
す
る
判
例
の
現
状
を
批
判
す
る

5
5
3
1
E
S白
)
。
例
え
ば

関白
σ
N
O
ロ
O
巴
〈
・
目
。
〈
ぬ
ロ
印
(
門
U

曲
目
・
〉

B
-
L
S匂
)
で
は
、

Y
パ
ス
が
、
急
カ

l
ブ
の
狭
い
山
道
で
対
向
車
A
を
避
け
る
た
め
に
路
一
屑
一
に
乗
り

で
判
断
す
べ
し
と
し
て
、

J
E
向。門事

北法48(4・104)824



上
げ
た
際
に
、

そ
の
衝
撃
で
乗
客
X
が
負
傷
し
た
ケ

1
ス
が
争
わ
れ
、
判
決
は
「

Y
バ
ス
が
警
笛
を
鳴
ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
(
法
令
違
反
)

が
過
失
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
と

X
の
負
傷
と
の
聞
に
事
実
的
因
果
関
係
は
な
い
、
け
だ
し

A
が
警
笛
に
気
付
い
て
も
、
反
対
車
線
の
路
肩
に

別
の
車
が
停
車
し
て
い
た
の
で

A
車
の
回
避
行
動
に
は
限
界
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
グ
リ
ー
ン
は
批
判
し
(
印
呂
ロ
・

5
)
、
Y
の
行
為
の
過
失
的
な
側
面
と

X
の
侵
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
を
探
究
す
る
の
で
は
な
く
、

Y
の
積
極
的
な
行
為

Z
B
B
E
g

sロ
仏
日
門
)
す
な
わ
ち
パ
ス
の
運
転
自
体
と
X
の
負
傷
と
の
聞
の
因
果
的
な
つ
な
が
り
を
ま
ず
問
う
べ
き
で
あ
り
|
|
そ
し
て
こ
れ
は
明
白

そ
の
上
で

Y
の
過
失
を
否
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
、

に
肯
定
さ
れ
る
l
|
、

「
過
失
は
因
果
関
係
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
也
回

に
浮
い
た
過
失
(
ロ

o
m
-
-
m
g
g
E
E
O
巴
「
)
[
こ
れ
は
前
章
第
六
節
で
検
討
し
た
可
白
]
日

m
E『
判
決
で
、
の
白
EONO
判
事
が
述
べ
た
言
葉
で
あ

る
l

水
野
註
]
に
よ
っ
て
因
果
関
係
が
基
礎
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
(
包
)
と
主
張
す
る
の
で
あ
幻
。
な
お
わ
が
国
の
平
井
説

も
、
事
実
的
因
果
関
係
存
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
前
提
と
さ
れ
る
行
為
に
は
不
作
為
は
含
ま
れ
な
い
と
解
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
二
元
論
を
維

持
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
本
稿
の
冒
頭
で
検
討
し
た
と
お
り
で
あ
る
(
第
一
章
第
一
節
四
)
。

不法行為帰責論の再構成・序説(5 ) 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
支
払
え
る
論
拠
と
し
て
グ
リ
ー
ン
は
、
①

Y
の
積
極
的
な
行
為
の
側
面
に
着
目
す
る
自
分
の
因
果
関
係
論
は

「
よ
り
簡
明
な
用
語
に
還
元
で
き
な
い
」
(
日
目
ロ
・
M
M
)

ほ
ど
明
確
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
①

「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
と
い
う

判
断
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
決
し
て
確
実
に
は
証
明
で
き
ず

3
8
1
1
当
該
判
断
が
閤
難
な
ケ
l
ス
と
し
て
マ
ロ
l
ン
が
注
目
し
た
河
ミ
ロ
。

zm

判
決
や
司
o
E
判
決
等
に
言
及
す
る
(
印
包
ロ

-B))、
通
常
過
失
の
問
題
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
蓋
然
性
判
断
(
印
昆
ロ
・
ω匂
)
が
入
り
込
み
ゃ
す

い
と
批
判
し
、
さ
ら
に
③
当
該
蓋
然
性
の
判
断
は
、
事
実
の
レ
ベ
ル
で
の
因
果
関
係
の
認
識
に
は
役
に
立
つ
と
は
限
ら
な
い
、
け
だ
し

Y

の
不
法
行
為
の
結
果
X
が
被
害
を
受
け
る
蓋
然
性
が
、
非
常
に
低
く
て
も
現
実
に

X
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
逆
に
非
常
に
蓋
然
性

が
高
く
て
も
Y
以
外
の
原
因
に
よ
っ
て

X
の
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
(
日
さ
な
ど
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
(
な
お
平
井
説
も
過
失

と
因
果
関
係
の
交
錯
現
象
を
回
避
す
べ
き
こ
と
、
す
な
わ
ち
グ
リ
ー
ン
の
論
拠
②
と
同
様
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
)

0

し
か
し
以
上
の
グ
リ
ー
ン
説

北法48(4・105)825



説

は
、
三
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
マ
ロ

l
ン
の
見
解
ま
た
は
判
例
の
現
状
に
対
す
る
、
十
分
な
批
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一一/'..

d岡

な
第、ぜ
一、な
に、ら

31、
ン
の
さム
両岡

拠
① 
は

の
判
断
を
せ
ず
に
因
果
関
係

Y
の
積
極
的
な
行
為
に
着
目
す
れ
ば
、

「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」

を
認
定
で
き
る
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
厳
密
に
は
誤
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
な
る
ほ
ど
例
え
ば

Y
車
が
脇
見
運
転
で
歩
行

者

X
に
衝
突
し
た
と
い
う
事
例
を
想
定
す
る
と
、

Y
の
運
転
自
体
と

X
の
損
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
は
、
た
し
か
に
直
観
的
に
肯
定
で
き
よ

ぅ
。
し
か
し
こ
の
直
観
は
、
既
知
の
基
本
的
な
物
理
法
則
(
物
同
土
が
衝
突
す
れ
ば
作
用
・
反
作
用
の
力
が
働
く
な
ど
)

に
支
え
ら
れ
て
、

「
も
し

Y
車
が

X
に
衝
突
し
な
け
れ
ば

X
は
負
傷
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
法
(
な
い
し
そ
れ
に
含
意
さ
れ
る
個
別
の

因
果
関
係
の
存
在
)
を
容
易
に
主
張
で
き
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
と
き
こ
れ
を
容
易
に
主
張
で
き
る
の
は
、
反

事
実
的
条
件
法
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
非
明
示
的
な
前
提
(
三
①
)
が
少
な
い
か
ら
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
従
っ
て
問
題
は
、
事
実
的
因
果
関
係
(
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
)
の
判
断
に
あ
た
り
、
非
明
示
的
な
前
提
が
少
な
く
な
る
よ

う
な
前
件
を
選
択
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
が
、
グ
リ
ー
ン
説
に
よ
れ
ば
、

せ
っ
か
く
そ
の
よ
う
な
前
件

(
Y
の
行
為
の
積
極

的
局
面
)
が
選
択
さ
れ
て
も
、
結
局
過
失
の
有
無
を
論
じ
る
場
面
で
、

「
Y
の
過
失
行
為
が
な
け
れ
ば

X
の
損
害
は
生
じ
な
か
っ
た
」
と
言

え
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
(
上
記
関
与

3
5
=
判
断
に
対
す
る
グ
リ
ー
ン
の
批
判
参
照
)
、
問
題
を
先
送
り
し
た
だ
け

で
あ
る
と
い
う
批
判
が
で
き
よ
う
(
な
お
実
務
の
慣
行
及
び
グ
リ
ー
ン
説
に
よ
れ
ば
、
因
果
関
係
と
過
失
の
判
断
は
い
ず
れ
も
陪
審
が
こ
れ
を
行
う

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
陪
審
と
裁
判
官
の
役
割
分
担
と
い
う
発
想
は
入
る
余
地
が
な
い
)
。

さ
ら
に
第
三
一
に
、
果
た
し
て
問
題
を
先
送
り
し
て
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
わ
く
。
け
だ
し
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
は
原
則
と
し
て

回
顧
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
右
の
関
白
σ
N
O

コ
oz
判
決
を
例
に
と
る
と
、
急
カ

l
ブ
を
曲
が
る
前
の
警
笛
を
鳴
ら
す
べ
き
時
点
で
、

Y
が
た
と
え
対
向
車
の
存
在
を
予
見
し
て
い
て
も

l
l
大
衆
保
護
の
た
め
の
法
令
が
あ
る
以
上
予
見
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る

北法48(4・106)826



(
H
事
後
的
に
判
明
し
た

Y
が
警
笛

カ

l
プ
を
曲
が
る
前
に
は
視
認
で
き
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
別
の
車
の
存
在
を
も
っ
て
、

を
鳴
ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
と

X
の
損
害
と
の
聞
の
事
実
的
因
果
関
係
を
、
判
決
の
よ
う
に
否
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

過
失
判
断
は
事
前
の
判
断
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
り
(
グ
リ
ー
ン
の
論
拠
②
も
、
過
失
判
断
の
中
で
蓋
然
性
判
断
を
行
う
と
し
て
お
り
、
と
の
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
)
、
従
っ
て
グ
リ
ー
ン
説
の
よ
う
に
因
果
関
係
の
内
容
を
空
疎
に
し
て
問
題
を
先
送
り
す
る
と
、
事
前
に

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
事
後
的
に
判
明
し
た
事
実
を
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
、
ー
世
件
付
制
押
叫
昨
m
山
中
円
、
は
弘
和
じ
ト
か
わ
い
問
附
棒
、
か
卦
〉
ぃ
レ
ト
小

(
M
)
 

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
危
険
物
を
管
理
す
る
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
は
、
(
特
別
の
正
当
化
事
由
が
な
い
限
り
)

法
令
違
背
即
過
失
と
捉
え
て
(
関
与
N
3
0
Z

判
決
は
こ
う
考
え
て
い
る
)
、
す
な
わ
ち
抽
象
的
な
危
険
の
発
生
に
着
目
し
て
、
そ
の
発
生
を
招

い
た
「
不
作
為
」
(
こ
の
意
味
に
つ
い
て
は
三
①
参
照
)
の
過
失
を
起
点
と
す
る
事
実
的
因
果
関
係
を
判
断
す
る
こ
と
が
、
不
特
定
の
人
命
を

1、法行為帰責論の詞儲成・序説(5) 

生
じ
う
べ
き
危
険
か
ら
保
護
す
べ
き
Y
の
立
場
に
照
ら
し
て
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
な
お
比
較
的
法
に
も
、
三
①
で
述
べ
た
ド
イ

ツ
の
社
会
生
活
上
の
義
務
違
反
に
お
い
て
は
「
注
意
義
務
の
前
進
な
い
し
有
責
性
連
関
の
切
り
詰
め
」
と
い
う
現
象
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
見
)
0

不
特
定
の
潜
在
的
な
被
害
者
を
想
定
し
て
、
抽
象
的
な
危
険
の

J
い
換
え
れ
ば
、
具
体
的
な
被
害
者
と
の
聞
の
相
対
的
な
過
失
で
は
な
く
、

発
生
を
招
い
た
こ
と
を
即
過
失
と
捉
え
る
限
り
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
の
批
判
す
る
「
宙
に
浮
い
た
過
失
」
と
い
う
考
え
方
は
妥
当
性
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
当
該
過
失
行
為
と
結
果
と
の
聞
の
事
実
的
因
果
関
係
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
ず
、

マ
ロ

l
ン
は
、
ま
さ

に
こ
の
場
面
で
二
元
論
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
論
拠
①
の
い
う
蓋
然
性
と
①
の
蓋
然
性
と
は
用
い
ら
れ
て
い
る
場
面
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
①
で
蓋
然
性
と
い
う
用
語
、
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
船
員
の
救
助
事
例
を
例
に
と
る
と
、

一
定
の
物
理
法
則
に
支
え
ら
れ
た
反
事
実
的
条

件
法
の
主
張
が
、
非
明
示
的
な
諸
前
提
の
存
在
ゆ
え
に
、
す
な
わ
ち
船
員
の
沈
み
方
や
現
場
の
状
況
な
ど
の
過
去
の
事
実
が
認
定
し
づ
ら
く
、

ま
た
救
助
体
制
が
整
っ
て
い
た
ら
ど
の
よ
う
な
救
助
が
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
不
分
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
困
難
で
あ
る
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説

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
①
で
グ
リ
ー
ン
が
例
示
す
る
の
は
、

A
の
鞭
死
体
、
が

B
鉄
道
会
社
の
線
路
の
上
で
発
見
さ
れ
た
が
、
事
故
後

白骨

の
検
証
に
よ
っ
て
、

A
を
制
怖
い
た
の
は
事
故
現
場
付
近
で

B
社
と
線
路
が
交
差
す
る
C
社
の
列
車
で
あ
り
、
事
故
後
A
の
際
死
体
が

C
社
の

職
員
に
よ
っ
て
B
社
の
線
路
上
に
運
ば
れ
た
疑
い
が
強
ま
っ
た
と
い
う
ケ

l
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
と
異
な
り
過
去
の
事
実
を
い
か
に
認

定
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
仮
説
h
(
「
C
列
車
が
A
を
醐
怖
い
た
」
)
を
ど
の
よ
う
に
検
証
す
べ
き
か
が
直
接
的
に
問
わ
れ
て
お
り
、
具

体
的
に
は
、
測
定
デ

l
タ

e
(
事
故
後
の
検
証
結
果
)
が
得
ら
れ
る
前
の
、
背
景
知
識
の
情
報

g
(
A
の
機
死
体
が
B
線
路
上
で
発
見
さ
れ
た
)

だ
け
に
基
づ
く
仮
説
h
の
事
前
確
率
司

(
p
m
)
と
、
背
景
知
識
の
情
報

g
の
下
で
の
測
定
デ

l
タ

e
に
基
づ
く
仮
説
h
の
事
後
確
率

司

(
p
o
h
r
m
)
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
の
論
点
は
、
グ
リ
ー
ン
の
よ
う
に
、
事
前
の
蓋
然
性
判

断
は
事
実
的
因
果
関
係
の
認
定
に
は
役
に
立
た
な
い
と
し
て
、
仮
説
の
事
後
確
率
が
事
前
確
率
の
影
響
を
受
け
ず
し
て
決
定
可
能
と
考
え
る

か
、
あ
る
い
は
事
前
確
率
が
追
加
的
な
情
報
に
よ
っ
て
よ
り
正
確
な
も
の
へ
と
変
更
し
た
の
が
事
後
確
率
で
あ
る
と
い
う
立
場
(
ベ
イ
ズ
の

定
理
)
を
と
る
べ
き
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
率
と
事
実
認
定
と
い
う
、
非
常
に
重
要
で
は
あ
る
が
同
時
に
極
め
て
大
き
な
テ

l
マ
に
連
な
る

「
区
別
」
論
に
着
目
す
る
本
稿
の
射
程
を
は
る
か
に
越
え
る
。
こ
こ
で
は
、
ベ
イ
ズ
の
定
理
は
現
代
の
確
率
論
的
帰
納
法
で

問
題
で
あ
り
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
不
法
行
為
訴
訟
に
お
け
る
事
実
認
定
に
お
い
て
仮
に
無
限
定
に
用
い
る

な
ら
ば
、
極
め
て
奇
異
な
結
果
が
生
じ
る
)
と
い
う
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
イ
ズ
の
定
理
に
お
け
る
事

前
確
率
と
は
過
去
の
一
図
的
な
事
実

(
A
の
機
死
体
が
B
社
の
線
路
上
に
置
か
れ
て
い
た
)
に
関
す
る
主
観
的
確
率
に
す
ぎ
ず
、
こ
こ
で
は
具

体
的
な
事
情
(
機
死
体
が
何
者
か
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
か
な
ど
)
を
捨
象
し
た
、
論
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

2
8
3巳
な
証
拠
に
基
づ
い
て

当
該
確
率
が
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
事
実
認
定
の
出
発
点
に
据
え
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
正
義
感
覚
に
反
す
る
結
果
に
な
り
う

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
グ
リ
ー
ン
の
論
拠
①
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
十
分
に
理
解
で
き
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し

の
不
法
行
為
事
例
に
関
し
て
今
問
題
と
し
て
い
る
論
拠
①
と
は
、
明
ら
か
に
次
元
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
不
作
為
」

北法48(4・108)828



五

次
に
ソ

l
ド
(
叶
7
0
骨

1
5
2
一E
S
ニ
可
吋
)
は
、
基
本
的
に
グ
リ
ー
ン
の
二
元
論
と
仏
口
々
ー
ユ
件
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
継
ぎ
グ
リ
ー

ン
と
同
様
の
批
判
を
行
う
。
す
な
わ
ち
因
果
関
係
の
起
点
は
、

Y
の
行
為
の
過
失
的
側
面
で
な
く
作
為
自
体
に
設
定
す
べ
き
で
あ
り
、
何
が

起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
(
者
『
巳
自
侭
宮
町
内
山
〈

O
E宮
)
⑦
ロ
包
)
で
は
な
く
何
が
生
じ
た
の
か
(
当
Y
巳

7
8匂
g白
色
)
を
判
断
す
べ
し
と
す
る
(
例

え
ば
H
，F
O仏

0
5
2・
8
r
z
S
L
u
t
-
E怠
)
。
こ
れ
に
対
す
る
反
批
判
を
繰
り
返
す
こ
と
は
避
け
、
以
下
で
は
グ
リ
ー
ン
の
主
張
と
は
異

な
る
点
と
、
グ
リ
ー
ン
が
正
面
か
ら
は
主
張
し
な
か
っ
た
点
を
簡
単
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、

Y
の
過
失
が
な
け
れ
ば

X
の
損
害
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
に

ソ

ド
は

お
い
て
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
上
で

陪
審
の
行
う
過
失
判
断
で
は
な
く
、

こ
の
先
送
り
さ
れ
た
問
題
を
、
グ
リ
ー
ン
と
は
異
な
り
、

X
へ
の
リ
ス
ク
が

Y
の
義
務
の
及
ぶ
範
囲
内
か
ど
う
か
と
い
う
裁
判
官
の
判
断
す
べ
き
保
護
範
囲
の
局
面

(
こ
の
点
は
グ
リ
ー
ン
と
同
じ
〕
、

で
論
じ
る
べ
し
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、

Y
の
義
務
の
及
ぶ
範
囲
(
ソ

l
ド
は
こ
れ
を
リ
ス
ク
の
配
分
と
捉
え
る
)
を
考
え
る
際
に
、

不法行為帰責論の再構成・序説(5 ) 

J
U戸
同

時

O
門
ョ

テ
ス
ト
は
一
つ
の
有
用
な
判
断
材
料
と
な
り
う
る
と
す
る
の
で
あ
る
(
吋
ぎ
骨
1
5
ゴ
w
N
?
な
お

E
・
5
8
h皆
同
旨
)
。
こ
れ

は
、
裁
判
官
と
陪
審
の
役
割
分
担
と
い
う
グ
リ
ー
ン
の
思
想
の
中
核
を
徹
底
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
し
か
し
ソ

l
ド
は
保
護
範
囲
を
決

定
す
る
際
に
は
定
式
化
不
可
能
な
政
策
的
判
断
が
な
さ
れ
る
と
い
う
グ
リ
ー
ン
の
立
場
(
前
章
第
五
節
六
)
を
も
踏
襲
し
て
お
り
(
、

p
a
o

冨
3
・M
∞
)
、
そ
こ
で
は

J
5
r
H
V
テ
ス
ト
以
外
に
も
、
例
え
ば
介
在
原
因

(
-
2
2
2
D
E
m
g
5
0
)
が
存
し
た
か
な
ど
、
様
々
な
角
度
か

ら
の
判
断
が
な
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
に
は
、
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
が
い
か
に
し
て
政
策
的
判
断
と
混
合
す
る
の
か
、
と
い
う
分
析
的
な
視
点
は
も
は
や
存
在

せ
ず
、
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
の
判
断
は
初
め
か
ら
政
策
的
判
断
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
立
場
の
下
で
は
、
右
の
分
析
的
視
点
に
基
づ
く
批
判
が
機
能
し
え
な
い
た
め
に
、
判
例
実
務
が
こ
れ
ま
で
明
示
的
に
行
っ
て
き
た
事
実
的
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説

因
果
関
係
に
関
す
る
判
断
が
、

か
え
っ
て
混
沌
と
し
た
政
策
的
判
断
の
下
で
専
横
的
に
(
批
判
の
及
ば
な
い
形
で
)
な
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ

j命

れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
論
者
は
、

ソ
ー
ド
説
に
よ
れ
ば
で
っ
ち
あ
げ
の
義
務
概
念
に
よ
っ
て
判
決
を
い
か
に
も
も
っ
と
も
ら
し

く
装
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
危
倶
す
る
(
日

E
5
2
1
5叶
0

・ω
g
l包
同
)
が
、
こ
の
よ
う
な
危
倶
は
、
事
実
的
因
果
関
係
概
念
に
つ
い
て
も

同
様
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
ソ

l
ド
は
、
事
実
的
因
果
関
係
の
レ
ベ
ル
で
は
現
実
に
何
が
生
じ
た
の
か
を
判
断
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

J
己
『
C
九

テ

ス
ト
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
自
説
に
従
う
な
ら
ば
、
原
因
が
仮
定
的
に
競
合
す
る
場
合
(
例
え
ば
Y
の
失
火
と
い
う
現
実
的
原
因
に

よ
っ
て

X
の
家
屋
が
焼
失
し
た
が
、
翌
日
、
当
地
方
を
大
洪
水
が
襲
っ
た
た
め
、
も
し
Y
の
失
火
が
な
く
て
も
X
は
同
様
の
損
害
を
被
っ
た
と
い
え

る
場
合
)
に
、
当
該
テ
ス
ト
が
も
た
ら
す
不
都
合
な
結
果
(
現
実
的
原
因
と
結
果
と
の
聞
の
事
実
的
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
)
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
(
吋
吉
母
出
毘
込
臼

lbN-
こ
の
外
ソ

l
ド
は
、
重
畳
的
競
合
事
例
で
も

J
E
F九

テ
ス
卜
は
妥
当

し
な
い
と
批
判
す
る
が
、
こ
の
批
判
に
対
す
る
本
稿
の
反
批
判
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
三
一
節
註

(
1
)
参
照
)
0

こ
の
よ
う
な
原
因
の
仮
定
的
競
合

事
例
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
と
同
様
英
米
で
も
一
定
の
関
心
を
集
め
て
い
る
(
第
一
章
第
三
節
註

(
1
)
、
第
二
章
第
一
節
註
(
3
)
①
①
)

が
、
事
実
的
因
果
関
係
概
念
の
あ
く
ま
で
基
本
的
な
意
義
の
探
究
を
目
的
と
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
十
分
に
言
及
し
て
い
る
余
裕

:
:
、
0

・刀カ

L

た
だ
あ
え
て
私
見
を
簡
単
に
述
べ
る
な
ら
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
公
式
が
不
当
な
結
果
を
招
く
(
事
実
的
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
)

よ
う
に
見
え
る
の
は
、
反
事
実
的
条
件
法
の
前
件
(
右
の
例
で
は
「
Y
の
失
火
が
な
け
れ
ば
」
)
が
示
す
「
可
能
的
世
界
」
に
つ
い
て
リ
ア
リ

仮
定
的
な
原
因
の
競
合
事
例
で
、

ズ
ム
の
立
場

(
Y
の
失
火
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
除
け
ば
現
実
の
世
界
と
全
く
変
わ
ら
な
い
世
界
が
実
在
す
る
と
想
定
す
る
立
場
。
哲
学
上
は
少
数

説
に
属
す
る
と
言
わ
れ
て
い
泌
)
を
選
択
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
い
)
O

し
か
し
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
場
合
は
特
に
必

要
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
あ
れ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
前
件
を
主
張
す
る
と
き
に
、
仮
定
的
原
因
(
翌
日
の
大
洪
水
)

北法48(4・110)830



を
あ
え
て
反
事
実
的
条
件
法
の
非
明
示
的
な
前
提
の
中
に
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
存
し
な
い
。
可
能
的
世
界
を
ど
こ
ま
で

リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
捉
え
る
か
は
、
当
該
反
事
実
的
条
件
法
の
主
張
の
目
的
に
照
ら
し
て
便
宜
的
に
決
定
さ
れ
る
筋
合
い
の
も
の
と
考
え

る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

J
己

汁

『

O
門
事
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
こ
と
に

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、

仮
定
的
な
原
因
の
因
果
経
過
を
捨
象
し
て

よ
っ
て
、

現
実
的
原
因
と
結
果
と
の
間
の
事
実
的
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
(
そ
し
て
問
題
は
む
し
ろ
こ

の
先
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
三
一
節
註

(
1
)
参
照
)

0

テ
ス
卜
と
事
実
的
因
果
関
係
概
念
と
を
切
り
離
し
、
事
実
的
因
果
関
係
概
念
の
い
わ
ば
縮
減
を
企
図

す
る
グ
リ
ー
ン
や
ソ

l
ド
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
当
該
テ
ス
ト
な
い
し
反
事
実
的
条
件
法
を
用
い
ず
し
て
事
実
的
因
果
関
係
は
主

...L.. 
J、

以
上
の
よ
う
に
、

J
U
C門
『

C
門
ョ

張
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
原
理
的
な
疑
問
を
ぬ
ぐ
え
ず
、
ま
た
事
実
的
因
果
関
係
と
過
失
と
の
あ
る
べ
き
差
異
を
暖
昧
に
し
(
グ

不法行為帰責論の再構成・序説(5 ) 

リ
l
γ
)
、
あ
る
い
は
事
実
的
因
果
関
係
に
ど
の
よ
う
に
政
策
的
判
断
が
混
入
す
る
の
か
の
分
析
を
か
え
っ
て
困
難
な
も
の
と
し
て
し
ま
う

さ
ら
に
仮
定
的
因
果
関
係
の
問
題
は

d
E
F九
テ
ス
ト
の
枠
内
で
解
決

(ソ

l
ド
)
と
い
う
欠
陥
か
ら
免
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

可
能
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
も
っ
て
当
該
テ
ス
ト
を
批
判
す
る
こ
と
(
ソ

l
ド
)
も
ま
た
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
事
実
的
因
果
関
係
を
確
証
な
い
し
主
張
す
る
た
め
に

J
E
E九
テ
ス
ト
を
用
い
る
と
い
う
従
来
か
ら
の
枠
組
み
に
立
っ
た

上
で
、
当
該
テ
ス
ト
と
政
策
的
判
断
と
の
絡
ま
り
合
い
を
分
析
し
た
マ
ロ

l
γ
の
見
解
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
基
本
的
な
方
向
と
し
て
は
当

を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ロ

l
γ
は
、
あ
く
ま
で
も
被
告
の
違
反
し
た
準
則
を
個
別
に
解
釈
し
た
場
合
に
、
事
故

発
生
の
一
般
的
・
抽
象
的
な
リ
ス
ク
の
増
加
判
断
と
事
実
的
因
果
関
係
の
認
定
と
を
政
策
的
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

う
る
、
と
い
う
立
場
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
全
体
の
効
率
性
や
富
の
最
大
化
と
い
う
政
策
的
な
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
個
別
の
準
則
の
解
釈
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
よ
り
一
般
的
に
抽
象
的
な
リ
ス
ク
の
増
加
と
因
果
関
係
概
念
と

北法48(4・111)831



説

を
直
結
さ
せ
る
立
場
が
、
七

0
年
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
一
部
の
論
者
に
よ
っ
て
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
て
い
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
主
張
を

論

発
端
に
展
開
さ
れ
た
事
実
的
因
果
関
係
の
判
断
枠
組
み
に
関
す
る
議
論
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、

「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
と
い
う
言

北法48(4・112)832

明
の
法
内
在
的
な
機
能
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
三
章
第
二
節
註

(
l
)
こ
れ
は
一
九
世
紀
に
既
に

J
・

s
・
ミ
ル
が
示
唆
し
て
い
た
(
前
章
第
五
節
二
)
こ
と
で
あ
る
が
、
マ
ロ

l
ン
は
二

O
世
紀
半
ば
の
リ

l
ガ
ル

・
リ
ア
リ
ス
ト
の
う
ち

F
・
s-
コ
l
エ
ン
(
の
o
Z
D
5
8
E
・5
8
に
所
収
]
)
の
見
解
を
参
照
し
て
い
る
。
な
お
三
円
四
回
口
正
宮
MBFo-cmM7な
ど
を

重
視
し
、
リ
ア
リ
ス
ト
の
間
で
主
流
だ
っ
た
道
具
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
反
対
す
る
コ

l
エ
ン
の
思
想
と
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
河
己
目
立
町

(
H
u
g
-
H
2
5少
N
N
∞
)
参
照
。

(
2
)
な
お
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
宮
口
(
U
F
O
O

〈・

Z由
同
昨

O
ロ
色
。
。
印
]
切
O
白
丘
(
同
・
「

L
司
N

)

(

煉
瓦
焼
き
窯
の
清
掃
に
従
事
し
て
い
た
X
が
皮
膚
炎
に
権

患
し

X
の
一
一
雇
用
者
Y
を
訴
え
た
)
が
、
作
業
後
の
皮
膚
の
洗
浄
施
設
を
設
け
て
い
な
か
っ
た

Y
の
過
失
を
認
定
し
た
上
で
、

Y
の
過
失
が

X
の
侵
害

を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、

Y
の
過
失
は
皮
膚
炎
に
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

X
の

請
求
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
判
決
は
、
因
果
関
係
の
判
断
と
リ
ス
ク
の
増
加
に
関
す
る
判
断
と
を
、
少
な
く
と
も
当
該
事
例
に
お
い
て
は
直
結
さ

せ
て
お
り
、
本
文
で
紹
介
し
た

M
N
a
D
。

-r
判
決
と
同
一
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
力
な
学
説
は
「
リ
ス
ク
の
増
加
」
の
問
題
を
直
接
論
じ
る
こ
と
は
せ
ず
、
本
件
の
事
案
を
①

Y
の
当
該
過
失
と
①

、、

作
業
中
に
汗
で
濡
れ
た
皮
膚
に
煉
瓦
の
挨
が
付
着
す
る
こ
と
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
Y
に
過
失
は
な
い
)
こ
と
と
が
競
合
し
た
も
の
と
捉
え
、
こ
の
と

、
、

き
X
に
全
額
の
賠
償
を
認
め
た
点
に
本
判
決
の
意
義
を
見
い
だ
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
(
例
え
ば
巧
z
r
E
h
r
』

o
z
t
E
Q
1
H
g
p
Z品
は
、
本
件
を

J
E
沙
門
事
テ
ス
ト
の
適
用
が
困
難
な
重
畳
的
競
合
事
例
と
解
し
、
ま
た

5
0
5
5間

i
s
s・5
u
は
、
原
因
①
②
は
累
積
的

(
2自
己
R
2
0
)
で
あ
り
、
こ
の

と
き
判
決
が
白
日
目
。
「
ロ
O
吾
5
岡
原
則
を
採
用
し
て
Y
に
全
額
の
賠
償
を
命
じ
た
点
に
着
目
す
る
)

O

(
3
)
ち
な
み
に
カ
ナ
ダ
の
判
例
で
あ
る
が
、
〈

g
S
F
B
σ
己
荷
〈

Z
C江
町
四
百

Z
雪
・
の
0

・(
O
D
?
L
自
ω
)
の
よ
う
に
、
事
実
的
因
果
関
係
で
は

な
く
直
裁
に
船
員
を
救
助
す
る
義
務
を
否
定
す
る
も
の
も
存
在
し
た
。

(
4
)
本
文
二
で
紹
介
し
た
事
例
の
外
に
も
マ
ロ

l
γ
は
、
原
因
の
択
一
的
競
合
事
例

(
ω
E
B
g
o
a
〈
-
d
B
(
の色目

L
宏
∞
)
な
ど
に
言
及
す
る
)
や
原



不法行為帰ff論の再構成・序説(5) 

因
の
重
畳
的
競
合
事
例
(
〉
E
O
B
Gロ
〈
・
冨
5
5
8
0ロ
8
・日

-HV-hvω
・ω-F向
-
M
N
V
7
(
豆一ロロ
-
L
U
N
D
)

な
ど
に
言
及
す
る
)
な
ど
も
取
り
上
げ
て
、
事

実
的
因
果
関
係
と
政
策
的
判
断
と
の
関
連
の
仕
方
を
検
討
す
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
択
一
的
競
合
事
例
に
つ
い
て
は
わ
が
国
の
民
法
七
一
九
条

一
項
後
段
が
立
法
的
解
決
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
検
討
を
割
愛
し
(
第
一
章
第
三
節
註

(
1
)
、
第
二
章
第
一
節
註

(
3
)
①
)
、
ま
た
重
畳
的
競
合

事
例
の
問
題
も
ぷ
己
念
、
テ
ス
ト
の
枠
内
で
対
処
可
能
だ
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
(
第
一
章
第
三
節
註
(
l
)
、

第
二
章
第
一
節
註

(
3
)
⑥
)

O

(
5
)
コ
モ
ン
・
ロ

l
に
お
け
る
個
人
主
義
な
い
し
個
人
主
義
的
責
任
原
理
に
つ
い
て
は
、
前
章
第
三
節
第
一
款
註
(
日
)
参
照
。
こ
の
責
任
原
理
は
、

本
文
で
扱
う
不
作
為
の
不
法
行
為
に
お
い
て
被
告
の
作
為
義
務
を
否
定
す
る
方
向
に
働
く
と
考
え
ら
れ
る
外
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
さ
ま
ざ
ま
な
理

論
に
関
連
し
て
い
る
o

例
え
ば
、

X
に
注
意
義
務
違
反
な
い
し

{EF
が
あ
れ
ば

Y
に
対
す
る
賠
償
を
一
切
認
め
な
い
寄
与
過
失
理
論
は
、
こ
の

個
人
主
義
的
責
任
原
理
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
(
前
章
第
三
節
第
一
款
一
ニ
)
、
外
に
も
こ
の
責
任
原
理
は
、

Y
の
不
法
行
為
を

起
点
と
す
る
因
果
経
過
に
他
人
の
な
し
た
自
律
的
な
意
思
決
定
が
介
在
し
た
結
果
損
害
が
発
生
し
て
も
、

Y
は
関
知
し
な
い
と
い
う
考
え
方
(
こ
れ

に
つ
い
て
は
次
註

(
6
)

・
本
章
〔
補
論
〕
参
照
)
、
あ
る
い
は
コ
モ
ン
・
ロ

l
が
お
節
介

(OB巳
0
5
5
g
)
ま
た
は
お
節
介
を
す
る
人

(
C
民

W
E
E

-ロ

Z
B
E門
口
問
『
)
に
冷
淡
で
あ
り
(
古
典
的
文
献
と
し
て
同
O
B
I
S
N由
・
邦
語
文
献
と
し
て
山
田
巴
匂
な
ど
)
、
こ
の
意
味
で
利
他
主
義
を
優
遇
し
な
い

(
例
え
ば
事
務
管
理
制
度
は
、
一
般
的
・
統
一
的
形
態
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
〉

-Zユ
ム
浅
町
一
木
下

g
g
[初
出
巴
∞
由
]
い
お
l

N

N
∞
参
照
)
こ
と

に
も
関
連
し
て
い
る
。

(
6
)
本
文
で
紹
介
し
た
問
主
ロ
o
E印
判
決
(
一
八
八
五
年
)
や
〈
己
0
2
5
0
判
決
(
一
九
O
八
年
)
な
ど
の
外
、
リ
l
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
ス
ミ
ス

が
着
目
し
た

ωo耳
目
】
凹
〈
・
富
。

c
B
(〈
?
L
g
ω
)
は
、
公
道
の
近
く
の
湖
で
氷
の
切
り
出
し
作
業
を
し
て
い
た

Y
が
法
定
の
フ
ェ
ン
ス
を
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
即
過
失
(
作
為
義
務
違
反
)
と
捉
え
て
い
る
(
前
章
第
五
節
註

(
U
)
。
そ
の
上
で
、
当
該
過
失
と
X
の
馬
の
溺
死
と
の
問
の
悶
果
関

係
を
否
定
し
て
い
る
)
。
も
っ
と
も
、
危
険
物
を
管
理
す
る
被
告
が
潜
在
的
な
危
険
を
創
出
し
て
い
た
場
合
に
、
第
三
者
が
当
該
危
険
を
利
用
し
て

(
す
な
わ
ち
前
註

(
5
)
で
述
べ
た
、
他
人
の
自
律
的
な
意
思
決
定
が
介
在
し
て
)
原
告
に
損
害
を
与
え
た
と
い
う
類
型
で
は
、
一
九
世
紀
の
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
今
世
紀
初
め
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
被
告
の
不
作
為
は

X
の
損
害
の
近
因
で
は
な
い
と
し
て
被
告
の
責
任
を
否
定
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
損
害
類
型
で
も
被
告
の
責
任
を
肯
定
す
る
判
決
が
増
え
た
の
は
一
九
三

0
年
代
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
(
本
章
〔
補
論
〕
参
照
)
。

(
7
)
巧
巳
5
5印
〈
・
。
己
ロ
ロ
山
口
m
E
5
0
2
m
ω
門O円
四
日

L
5・
(
E
R
y
-
-
H匂
∞
∞
)
・
事
案
は
、

X
が
高
犯
罪
地
域
に
あ
る

Y
庖
に
入
っ
た
と
こ
ろ
武
装

強
盗
に
巻
き
込
ま
れ
撃
た
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
判
決
は
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
説
一
不
を
行
っ
て

Y
の
犯
罪
防
止
義
務
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の

北法48(4・113)833



説
壬r、
，;問

よ
う
な
武
装
強
盗
事
例
で
は
、
外
に
も

ω
E宮
間
〈
・

E
m
m守
宅

-mm-日
刊
日
・
〉
ロ
門
町
。
毛
田
い
ロ
ロ
・

(ω
・(
U
-
L
m
v吋
吋

)
(
X
が
Y
庖
で
買
物
後
、
照
明
が

消
え
て
い
た
庖
の
駐
車
場
で
暴
行
さ
れ
た
)
や
冨

g仏
O
者
間
〈
・
出
・
5
凹
目
白
口
周
・
月
・

ω白
}
〈
白
ぬ
一
目
当
向
。
『
0
5
0
(
冨
0
・〉
U
H
)
-
L
S
ω
)
(
X
が
Y
屈
で
武

装
強
盗
に
撃
た
れ
て
重
傷
を
負
っ
た
)
な
ど
が

Y
の
責
任
を
否
定
し
て
い
る

5
2
6
2
判
決
で
は
近
所
で
こ
れ
ま
で
暴
力
的
犯
罪
が
な
か
っ
た
こ
と
を
お

そ
ら
く
重
視
し
て
、

Y
は
第
三
者
の
犯
行
を
知
る
べ
き
理
由
が
な
い
と
し
、
ま
た
豆

Zι
。
垣
間
判
決
で
は
Y
庖
が
高
犯
罪
地
域
に
あ
っ
た
と
の
主
張
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

Y
が
X
を
第
三
者
の
犯
罪
行
為
か
ら
守
る
一
般
的
義
務
が
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
)
。
し
か
し
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
伝
統
的
な
個
人
主
義
的
責
任

原
理
と
整
合
的
な
こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
て
は
、
八

0
年
代
ご
ろ
か
ら

Y
側
の
責
任
を
肯
定
す
る
判
例
が
集
積
し
つ
つ
あ
る
。
特
に

Y
広
内
ま

た
は
付
属
の
、
駐
車
場
で
同
種
の
強
盗
事
件
が
頻
発
し
て
い
た
場
合
に
は
、
武
装
し
た
警
備
員
を
配
置
し
あ
る
い
は
駐
車
場
の
照
明
を
拡
充
す
る
な

ど
し
て
未
然
に
事
件
の
発
生
を
防
止
す
る
義
務
が

Y
に
は
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
(
回
三
宮
「
〈
・
〉
口

g
m
ζ
R
Z
F
E
n
-

(
Z
-
F
・5
∞N
)

喝
の
cyoロ〈・

ω
G
E
E
S
ι
(
U
C号
・
(
〈
U巳
・
〉
七
百

-
L
S品)、
H
，
EHD
回。
--LDn
目
〈
下
回
D
D
O
D
(
の
o
-
p
-
H
Sご
な
ど
)
。
し
か
し
、
か
よ
う

な
積
極
的
な
立
場
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
、
本
来
政
府
に
課
せ
ら
れ
る
べ
き
犯
罪
防
止
義
務
を
大
衆
に
移
転
す
る
と
と
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ
シ
ー

に
反
す
る
と
い
っ
た
本
事
例
固
有
の
反
対
論
も
存
在
し
(
当
日
5
5凹
判
決
は
本
文
で
引
用
し
た
説
一
不
に
加
え
て
こ
の
よ
う
な
主
張
も
行
う
)
、
判
例
の

帰
趨
は
な
お
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

(
8
)
パ
l
ル
に
よ
れ
ば
、
社
会
生
活
上
の
義
務
の
前
身
で
あ
る
交
通
安
全
義
務
は
、
交
通
の
開
設
と
い
う
先
行
的
作
為
か
ら
生
じ
る
(
保
証
人
と
し
て
の
)

義
務
で
は
な
く
、
む
し
ろ
危
険
物
に
人
が
接
近
す
る
こ
と
を
阻
止
し
な
か
っ
た
不
作
為
に
よ
っ
て
初
め
て
増
加
す
る
、
抽
象
的
な
危
険
を
回
避
す
る

義
務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
「
先
行
す
る
危
険
行
為
に
伴
う
作
為
義
務
の
発
生
」
と
い
う
従
来
の
限
定
的
な
不
作
為
不

法
行
為
概
念
の
枠
組
み
か
ら
の
脱
皮
が
見
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

(
9
)
例
え
ば
救
助
義
務
が
特
別
に
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
救
助
可
能
な
者
と
救
助
を
必
要
と
す
る
者
と
の
間
に
特
別
の
関
係
が
存
す
る
と
き
(
使
用
者

と
被
用
者
と
か
船
長
と
乗
客
と
い
う
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
救
助
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
い
っ
た
ん
救
助
を
開
始
し
た
場
合
に
は
そ
れ
を
や

り
遂
げ
る
義
務
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
)
に
限
ら
れ
て
い
る
(
者
包
R
5
1
5∞C
一
S
O
B
E悶
1
5
S
L
h
l
広田
)
0

こ
れ
に
対
し
て
、
欠
陥
住
宅

を
購
入
し
た
一
般
市
民
が
、
建
築
計
画
を
承
認
し
た
市
当
局
や
地
方
議
会
の
責
任
を
問
う
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
判
例

は
、
被
告
が
法
令
上
の
チ
ェ
ッ
ク
権
限
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
い
う
不
作
為
に
由
来
す
る
責
任
を
肯
定
し
た
こ
と
が
あ
り
(
〉
ロ

E
〈
・
富
。
門
門
O
ロ

F
O
E
S
∞O
B
C問
『
の
C
E
D
E
-
(同
-F
・・

5
3
)
)
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
伝
統
的
な
立
場
を
踏
み
出
し
て
作
為
義
務
を
拡
大
す
る
も
の
と
し
て
注
目
を

集
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
〉
ロ

E
判
決
の
射
程
は
、
一
方
当
事
者
が
制
定
法
上
の
権
限
を
行
使
す
る
公
的
機
関
で
あ
る
場
合

北法48(4・114)834
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に
制
限
的
に
及
ぶ
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
(
〉
ロ
日
判
決
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
望
月
5
8
一HUUN参
照
)

O

(
叩
)
潮
見

(
H
S
F
[初
出

H
U
E
-
S
U
2
・NH印
)
参
照
。
ま
た
山
本

2
3
5
)
は
、
違
法
性
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
現
在
の
学
説
で
最
も
有
力
と
思
わ
れ

る
の
が
、
絶
対
権
の
侵
害
を
直
接
侵
害
と
間
接
侵
害
に
分
け
る
二
分
説
だ
と
し
た
上
で

3
2
)
、
「
行
為
が
侵
害
結
果
を
包
含
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
自
体
は
侵
害
危
険
を
伴
っ
て
絶
対
権
を
危
殆
化
す
る
段
階
ま
で
で
尽
き
て
お
り
、
他
の
事
象
の
介
在
を
経
て
侵
害
結
果
が
発
生
す

る
と
い
う
場
合
」
が
間
接
侵
害
だ
と
し
て
、
こ
の
間
接
侵
害
事
例
に
お
い
て
「
違
法
性
判
断
の
た
め
に
行
為
が
危
険
の
抑
止
や
操
縦
を
命
じ
る
社
会

生
活
上
の
義
務
に
違
反
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
(
申
告
)
0

な
お
社
会
生
活
上
の
義
務
が
そ
の
制
御
を
命

じ
る
危
険
の
度
合
い
(
抽
象
的
危
険
で
足
り
る
か
、
そ
れ
と
も
あ
る
程
度
具
体
的
な
危
険
で
あ
る
必
要
が
あ
る
か
)
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
の
学
説
は
分
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
議
論
の
背
後
に
は
、
ド
イ
ツ
で
は
抽
象
的
な
危
険
を
直
裁
に
問
題
と
し
う
る
保
護
法
規
違
反
に
つ
い
て
既
に
条
文
が
用
意
さ

れ
て
お
り
(
B
G
B
八
二
三
条
二
項
)
、
こ
れ
と
社
会
生
活
上
の
義
務
違
反
と
の
住
み
分
け
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
ド
イ
ツ
法
に
特
有
の
問
題
が
存
す

る
よ
う
で
あ
る
(
山
本

5
2
7
ミ
ω

)

0

な
お
社
会
生
活
上
の
義
務
に
関
す
る
そ
の
他
の
主
な
邦
語
文
献
に
、
錦
織
(
忌
吋
印
)
や
山
本

(HU白
血
)
な
ど

が
あ
る
。

(
日
)
円

Z
品
目
}
(
呂
田
ケ
吋
N-
兇

HHON-5ω)
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
反
事
実
的
条
件
法
は
、
そ
の
前
件
の
直
説
法
の
形
(
「
救
命
ポ
l
ト

が
あ
る
)
が
、
あ
る
法
則
と
そ
の
法
則
の
適
用
に
必
要
な
初
期
条
件
(
救
命
ボ
l
卜
事
例
で
は
多
く
が
非
明
示
的
で
あ
る
)
と
結
合
す
る
と
き
に
、
そ
の
後
件
の

直
接
法
の
形
(
「
被
害
者
が
救
助
さ
れ
る
」
)
が
そ
の
前
件
の
直
説
法
の
形
か
ら
、
論
理
的
に
導
き
だ
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
メ
タ
言
語
的
言
明

で
あ
る
(
こ
の
限
り
で
論
理
的
な
三
段
論
法
が
通
用
す
る
)
。
従
っ
て
反
事
実
的
条
件
法
が
真
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
を
基
礎
付
け
て
い
る
仮
説

や
想
定
(
こ
れ
は
当
該
条
件
法
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
)
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
ナ

i
ゲ
ル
の
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
、
様
相
論
理
学
の
範
簡
で
反
事
実
的
条
件
法
の
在
り
方
を
考
え
て
い
と
う
と
す
る
通
常
の
立
場
を
踏
ま
え
た
上
で
、
形
式
論
理
よ
る
演
鰐
が

一
定
の
限
度
で
役
に
立
つ
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

(
ロ
)
な
お
マ
ロ

l
ン
の
主
張
①
と
①
の
区
別
は
、
確
か
に
人
の
行
動
法
則
の
よ
う
な
反
復
可
能
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
経
験
則
が
問
題
と
な
る
場

商
で
は
相
対
的
に
な
る
だ
ろ
う
(
前
章
第
四
節
目
)
。
し
か
し
マ
ロ

l
ン
が
あ
げ
る
具
体
例
は
い
ず
れ
も
、
既
知
の
一
般
的
な
物
理
法
則
に
支
え

ら
れ
た
個
別
的
な
反
事
実
的
条
件
法
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
が
事
態
適
合
的
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
①
と
①
と
を
同
列
に
論
じ
る
の
は
、
や
や

ミ
ス
リ
l
デ
ィ
ン
グ
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
日
)
外
に
も
の
5
3
2
8品
)
は
、

Y
が
自
己
所
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
十
分
に
整
備
せ
ず
に
被
用
者

X
に
運
転
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
故
障
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説三九
日間

に
よ
っ
て

X
が
負
傷
し
た
と
い
う
ケ

l
ス
で
、
仮
に
整
備
を
し
て
い
て
も
故
障
箇
所
が
事
前
に
発
見
で
き
た
か
は
疑
わ
し
い
と
し
て
請
求
認
容

の
原
判
決
を
破
棄
差
戻
し
た
の

O
B
B
R巳
包

2
2
E己
『
印
・
の
0・〈
-
Z
R江
口
(
、

H，Z
-
L
g
ω
)
を
批
判
し
、

Y
が
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
用
を
続

け
た
と
い
う
行
為
と
事
故
と
の
聞
に
は
因
果
的
に
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
判
決
は
因
果
関
係
の
問
題
と
過
失
の
問
題
と
を
取
り

違
え
て
い
る
と
批
判
す
る
。

p
gロ
h
v
ω
E
F
(
宅問・
5
2
H
H
U
)
も、

Y
の
行
為
の
島

S
E
S
な
側
面
に
着
目
す
べ
き
事
を
強
調
す
る
。

な
お
の
お
Oロ
(
呂
田
s
f
呂
田
品
)
は
因
果
関
係
の
判
断
に
あ
た
り

E
Z
S
E
E
P
2
R
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
ら
ず
、
。

5
8
2
S
N
p
g品)

も、

J
己

Z
E
E
-印
-
3
V
8℃
g
n目白ゲ
F
3
V自
由
同
町
立
白
]
ョ
『
R
E
こ
0
5己
白
は
、
ほ
と
ん
ど
価
値
を
持
た
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
章
第
五

節
六
で
紹
介
し
た
グ
リ
ー
ン
説
を
改
説
す
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
。

5
0コ
や

ω
ヨ
Z
Y
(
忌吋
N-HHH∞
)
及
び

ο
5
0
3
(冨
吋
少
ロ
ヨ
)
で
は
、
因

果
関
係
の
説
明
に
再
び

E
Z
E己
主
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
点
は
潮
見

(
H
S
E
〔
初
出
巴
申
N
]
L
E
)
に
示
唆
を
受
け
た
。
潮
見
は
そ
こ
で
、
医
療
水
準
に
基
づ
い
て
事
前
に
判
断
さ
れ
る
医
療
過
誤
に

お
け
る
過
失
と
、
事
実
審
口
頭
弁
論
終
結
時
に
判
断
さ
れ
る
事
実
的
因
果
関
係
と
は
内
容
が
異
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
日
)
潮
見

(
H
S
F
[初
出

H
S
ω
1
5由印]い
HAiNH印
)
参
昭
一
。
す
な
わ
ち
「
過
失
非
難
は
、
侵
害
結
果
た
る
権
利
・
法
益
に
で
は
な
く
て
、
こ
の
『
社
会

生
活
上
の
義
務
』
違
反
に
結
び
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
0

な
お
潮
見

(
H
S
E
[初
出
巴
由
N]LDU)
は
、
医
療
過
誤
な
ど
の
現
代
型
不
法
行
為
に

お
い
て
は
、
因
果
関
係
(
客
観
的
責
任
要
件
)
の
次
に
過
失
(
主
観
的
責
任
要
件
)
を
判
断
す
る
と
い
う
伝
統
的
責
任
体
系
(
「
宙
に
浮
い
た
過
失
」
を

嫌
う
グ
リ
ー
ン
の
立
場
は
こ
れ
に
近
い
か
)
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

(
凶
)
ベ
イ
ズ
の
定
理
は
比
較
的
簡
単
な
形
で
は
、

θHV(『
了
。
待
問

)
H
⑨
可
(
『
了
間
)
×

@
H
V
(
0・
y
h
v
m
)
¥
③
℃

(pm)

と
表
現
で
き
る

(
h
、

e
、
g
に
つ
い
て
は
本
文
参
照
)
。

す
な
わ
ち
ベ
イ
ス
の
定
理
と
は
、
仮
説
h
の
事
後
確
率
①
が
、

h
の
事
前
確
率
⑦
と
h
に
よ
る

e
の
予
測
確
率
①
(
E
に
h
の
情
報
を
加
え
た
と
き

に
e
が
ど
れ
ほ
ど
確
か
ら
し
く
な
る
か
)
さ
ら
に

h
を
使
わ
ず

g
だ
け
に
も
と
づ
く

e
の
予
測
確
率
①
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

(
内
井
呂
田
?
ミ
ω
H吋印)。

(
汀
)
不
法
行
為
訴
訟
に
お
け
る
事
実
認
定
の
過
程
で
ベ
イ
ズ
の
定
理
を
と
る
こ
と
に
強
く
反
対
す
る
論
者
に
ヨ
ユ

m
Z
(
s
g
L
C合
1
5
8
)
が
い
る
。

ヨ
ユ
閃
『
戸
門
は
あ
る
確
率
で
何
か
が
生
じ
う
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
当
該
状
態
が
実
際
に
生
じ
た
と
い
う
い
か
な
る
確
信
を
も
合
意
し
な
い

と
強
調
し
て
、
ペ
イ
ジ
リ
ア
ン
は
リ
ン
ゴ
(
事
前
確
率
)
と
オ
レ
ン
ジ
(
事
後
確
率
)
と
を
混
合
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
批
判
す
る
。
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不法行為帰責論の再構成・序説(5) 

(
国
)
問
。
-
吉
田
口
(
巴
∞
ア
E
N
)
は
、
A
が
九
九
発
、
B
が
一
発
の
銃
弾
を
放
っ
た
と
こ
ろ
、
一
発
の
銃
蝉
だ
け
が
被
害
者
に
当
た
っ
た
と
い
う
例
を
持

、、

ち
出
し
、
こ
の
と
き
X
Y
の
射
撃
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
情
報
(
5
Z
自
己

oieRO)
が
得
ら
れ
る
以
前
の
、
A
が
犯
人
で
あ
る
事
前
確
率
は
、

銃
蝉
の
数
と
い
う
極
め
て
外
部
的
な
情
報
(
∞
同

g
B白
-
Z
E
2
8
)
に
基
づ
く
外
は
な
く
、
九
九
パ

l
セ
γ
ト
で
あ
る
と
す
る
。

(
国
)
前
註
(
国
)
の
例
で
、
事
後
的
に
、
命
中
弾
の
マ

l
キ
ン
グ
と
A
B
そ
れ
ぞ
れ
の
銃
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
命
中
弾
は
A
で
は
な
く
B
の
銃
弾

で
あ
る
と
い
う
鑑
定
結
果
、
が
出
た
と
す
る
。
ま
た
鑑
定
の
確
か
ら
し
さ
を
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。
こ
の
と
き
ベ
イ
ズ
の
定
理
(
前
註
(
国
)
)

に
従
う
と
、
①
仮
説
h
(
A
が
命
中
弾
を
発
射
し
た
)
の
事
後
確
率
は
、
以
下
の
①
J
④
の
確
率
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

①
仮
説
h
の
事
前
確
率
一
九
九
パ
ー
セ
ン
ト

@
h
に
よ
る

e
(
鑑
定
結
果
)
の
予
測
確
率
二
」
れ
は
A
が
命
中
弾
を
発
射
し
(
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
)
か
っ
B
が
発
射
し
て
い
な
い
こ
と
(
二

O

パ
ー
セ
ン
ト
)
を
意
味
す
る
か
ら
0
・
N
×
c
-
N
H
0
・

2
、
す
な
わ
ち
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

@
g
(
背
景
知
識
H
前
註
(
凶
)
に
記
し
た
外
部
的
情
報
)
だ
け
に
基
づ
く

e
の
予
測
確
率

{0・

2
(
ぬ見
)l司
jn，h
)

∞δ
砂
号
議
制
)
×
0
・
∞
(
叩

δ
l司
」
川
，
h
)

回
見
)
臥
可
否
議
刷
物
)
×
0
・
∞
(
白

δ
!司
d
q
)
〉
δ
砂
骨
議

fdwτ
酎
鴨
川
桝
)
}

+
{
0
・

S
(
ぬ
δ
!司
jqδ
〉見)臥可
h

寸
出
掛
以
附
)
×
。
-
M
(
白

δ
1司
jq
ロ)〉
δ
砂
号
制
附
制
)
×
0
・
N
(
白

δ
l司
!q
見〉国

δ
身
内
寸
選
t
m，
F
H
片
円
「
〆
議
制
)
}

H
0
・
0
品
。
・
す
な
わ
ち
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、

事
後
確
率
①
は
、
@
×
@
¥
@
I
0
・
g
g
、
す
な
わ
ち
約
八
六
・

O
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
(
を
コ
Z
7
5
g
L
c
g
ロ
ω
む
参
照
)
。
し
か
し
命
中

弾
が
B
の
銃
弾
で
あ
る
と
い
う
鑑
定
結
果
が
出
て
い
る
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
は
A
が
八
割
を
超
え
る
事
後
確
率
で
命
中
弾
を
発
射
し
た
と
い
う
数

字
(
こ
れ
は
事
前
確
率
②
の
数
字
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
)
を
果
た
し
て
尊
重
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
事
前
確
率
(
主
観
的
確
率
)
な
い
し
ベ
イ
ズ
の
定
理
を
事
実
認
定
の
場
で
採
用
す
る
危
険
性
を
説
く
邦
語
文
献
に
、
長
谷
部

(
H
g
p
g
-
g
限
定
。
)
)
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
竹
内
(
包
ミ
・
8
3
も
、
ベ
イ
ズ
の
定
理
を
用
い
る
と
、
事
前
確
率
の
想
定
に
偏
見
が
入
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
川
浜
(
5
8
)
は
、
ベ
イ
ズ
の
定
理
と
わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
確
率
判
断
と
の
ズ
レ
を
指
摘
し
(
(
川
)
M
M
m
I
N
N
g
、

ま
た
主
観
的
確
率
概
念
の
事
実
認
定
に
お
け
る
実
用
性
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
(
(
国
・
凶
)
お
印
1
8
ω
)
。

(
却
)
可
能
的
世
界
(
U
O
印
印
呈
∞
唱
。
ユ
仏
)
と
い
う
概
念
を
用
い
て
様
相
論
理
学
の
モ
デ
ル
理
論
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て
名
高
い
の
が
関
ユ
匂
官
(
5
8
)

と
ク
リ
プ
キ
(
H
S
印
[
原
書
巴
∞
竺
初
出
巴
芯
]
)
で
あ
る
。
ク
リ
プ
キ
は
可
能
的
世
界
の
意
味
論
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
然
性
と
い
う
概

念
を
分
析
性
と
い
う
概
念
か
ら
引
き
離
し
(
飯
田
呂
田
印
・
ω
怠
参
照
)
、
科
学
的
実
在
論
(
前
章
第
四
節
註
(
辺
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
さ
し
あ
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説論

た
り
こ
の
科
学
的
実
在
論
の
立
場
に
従
っ
て
い
る
)
の
立
場
に
大
き
な
理
論
的
支
柱
を
与
え
た
(
野
家
包
白
い
E
参
照
)
。

(
幻
)
雨
宮
呂
∞
叶

wMg-
可
能
的
世
界
に
つ
い
て
徹
底
的
に
リ
ア
リ
ズ
ム
の
立
場
を
と
る
ル
イ
ス
は
(
以
下
の
記
述
は
宮
三
T
5
3
・
5
gな
ど
を
検

討
す
る
雨
宮
忌
匂
や
飯
田

5
8・
5
吋1
N
S
に
よ
る
)
、
可
能
的
世
界
は
現
実
世
界
と
同
様
に
具
体
者
か
ら
成
る
全
体
で
あ
り
(
具
体
者
と
し
て
の
可
能

的
世
界
)
、
現
実
世
界
に
存
在
す
る
個
体
と
は
同
一
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
者
が
存
在
す
る
(
対
応
者
理
論

|
t
こ
れ
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

に
由
来
す
る
)
と
考
え
る
。
例
え
ば
「
仮
に
カ
ン
ガ
ル
ー
に
尻
尾
が
な
い
な
ら
ば
、
カ
ン
ガ
ル
ー
は
ひ
っ
く
り
返
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実

的
条
件
法
は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
に
尻
尾
が
な
い
こ
と
を
除
い
て
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
世
界
に
最
も
類
似
し
て
い
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
、
カ
ン
ガ
ル
ー

が
実
際
に
ひ
っ
く
り
返
る
な
ら
ば
真
で
あ
る
と
ル
イ
ス
は
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
・
が
な
い
な
ら
ば
で
あ
ろ
う
」
と
か
「
あ
り
え
た

か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
い
う
日
常
的
な
様
相
的
語
法
を
使
用
す
る
だ
け
で
、
無
数
の
可
能
的
世
界
の
存
在
に
現
実
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
ル
イ
ス
説
は
相
当
に
大
胆
で
あ
り
、
ク
リ
プ
キ
を
は
じ
め
ル
イ
ス
説
に
反
対
す
る
多
く
の
論
者
は
、
可
能
的
世
界
と
は
抽
象
的
存
在

者
で
あ
り
、
そ
れ
は
唯
一
の
世
界
で
あ
る
こ
の
世
界
の
一
一
一
端
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

(
辺
)
こ
の
問
題
は
、
わ
が
国
で
は
特
に
刑
法
学
者
が
豊
富
な
議
論
を
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
可
能
的
世
界
に
関
し
て
徹
底
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
立

場
を
と
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
林

(
H
S

デロ
E
l
H
N
ミ
)
で
あ
る
。
林
は
、
死
刑
執
行
人
Y
が
殺
人
犯
A
の
執
行
ボ
タ
ン
を
押
す
直
前
に
、

被
害
者
の
父
親
X
が
Y
を
突
き
飛
ば
し
て
代
わ
り
に
ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
い
う
設
例
で
、
現
実
化
し
て
い
な
い
条
件

(
Y
が
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
)

を
当
該
判
断
に
付
け
加
え
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
か
ら
、

X
の
行
為
と
死
の
結
果
と
の
聞
の
条
件
関
係
を
否
定
す
る
(
こ
れ
に
対
し
、
前
田
雅
英

巴
宏
い
自
l
N
N
吋
は
「
付
け
加
え
禁
止
説
」
の
立
場
か
ら
、
山
口

s
g
ニ
由
也
印
は
「
結
果
回
避
可
能
説
」
の
立
場
か
ら
、
条
件
関
係
を
肯
定
す
る
)
。
あ
る

い
は
A
の
蹴
っ
た
球
を

B
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
し
て
窓
ガ
ラ
ス
に
当
て
た
が
、
ヘ
デ
ィ
ン
グ
し
な
く
て
も
球
は
塀
に
反
射
し
て
同
じ
窓
ガ
ラ
ス
に
当
た
っ

て
い
た
と
い
う
設
例
で
、
林
は
「

B
の
行
為
の
因
果
性
字
削
川
断
す
る
た
め
に

B
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
行
為
を
取
り
去
っ
て
考
え
、
し
か
も
『
塀
で
の
反

射
』
と
い
う
仮
定
的
な
付
け
加
え
を
し
な
い
と
す
る
と
、
球
は
ど
こ
へ
飛
ん
で
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張

は
、
前
註
(
幻
)
で
見
た
ル
イ
ス
説
の
「
具
体
者
と
し
て
の
可
能
的
世
界
」
の
発
想
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
o

な
お
林
は
こ
う
論
じ

た
上
で
、
付
け
加
え
る
べ
き
要
素
は
結
局
確
定
し
な
い
と
し
て
、
こ
こ
に
条
件
説
の
一
つ
の
限
界
を
見
て
、
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
公
式
に
代

わ
り
「
合
法
則
的
条
件
説
」
(
前
章
第
三
節
第
一
款
註
(
げ
)
)
を
主
張
し
て
い
る
。
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